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0 1 1 0 0
15 15 15 15 15

1 2 2日～3日

3 4 5 6 7 9 8日 学内立入制限日（午後）

10 11 12 13 14 15 16 15日 前期成績通知

17 18 19 20 21 22 23 19日～27日 後期履修登録期間 【履修登録制限科目の登録：19日～21日】

24 25 26 27 28 29 30 20日 秋季学位記授与式

22日 秋季入学式

25日 後期授業開始

29日～10月2日 履修登録確認期間（10月3日履修登録確定）

1 1 1 1 1
〔学期末試験〕は、各授業曜日末（15回）を目安としますが担当教員の指示に従ってください。
〔授業等調整期間〕とは、補講、補習及び試験に利用できる期間を言います。
〔集中講義〕は、原則として上記日程で行いますが、講師の都合により変更となる場合があります。
上記日程は変更になる場合もありますので、掲示等に注意してください。

日業休斉一学全：間期義講中集：間期整調等業授：日限制入立内学：日業授：

3
4
5

９

月

電気設備定期点検による停電

注1
2

７

月

８

月

４

月

５

月

６

月

令和５年度（2023年度） 学 年 暦
学 事

8

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 1日 後期開始

8 9 10 11 12 13 14 6日 防災訓練【調整中】

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28 24日～30日 履修登録取消期間

29 30 31 27日 休講

28日～29日 大学祭【調整中】

4 5 4 4 3

1 2 3 4 １日 金曜日授業（水曜日授業休講）

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

4 4 4 4 4

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16 15日 夢灯り（予定）

17 18 19 20 21 22 23 12月23日～1月8日  冬季休業期間

24 25 26 27 28 29 30
31

3 3 3 3 4

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13  9日 金曜日授業（火曜日授業休講）

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 30日～2月5日  後期授業等調整期間

3 2 3 3 3

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10 6日～3月31日 春季休業期間

11 12 13 14 15 16 17 6日～9日 後期集中講義期間

18 19 20 21 22 23 24 13日～3月31日  学生センター窓口事務取扱時間短縮（～17時）

25 26 27 28 29

15 15 15 15 15

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23 19日 学位記授与式（四大、大学院、短大）

24 25 26 27 28 29 30 19日 後期成績通知

31 31日 学年終了

３

月

１

月

２

月

10

月

11

月

12

月

学 事

岩手県立大学・岩手県立大学大学院・盛岡短期大学部



オムニバス方式
（Omnibus）

　ある一つのテーマに対し、複数の教員がそれぞれ独立した講義等を行い、一つの授業科目と
して成立させる授業方式。

学期 　学校において教授、学習、校務等の整理の便宜のために学年をいくつかに区切った期間。学
則により定めており、本学の場合には前期と後期の2期制としている。なお、1年を数回の学期に
区分し、各学期毎に授業を完結し成績評価を行う制度を「セメスター制」という。

CAP制度
（Credit Cap System）

　履修科目の登録に際し、学期ごとに履修することができる単位数に上限を定める制度。学習す
べき授業科目を精選することにより十分な学習時間を確保し、授業内容の十分な理解を進めるこ
とを目的とする。本学では、四大においてこの制度を導入している。

カリキュラム・ポリシー
(CP)
(Curriculum Policy)

　教育課程の編成方針。各課程教育において、ディプロマ・ポリシーで定めた達成目標の実質
化・体系化を図るための方策・手段。

コンソーシアム
（Consortium）

　複数の個人、企業、団体、政府（又はこれらの任意の組合せ）により組織される団体。高等教育
機関においては、近隣地域に立地する複数の大学等により高等教育及び学術研究の振興、地
域社会への寄与等を目的として組織されることが多い。
　岩手県では平成20年に「いわて高等教育コンソーシアム」が設置され、共同シンポジウム、構成
大学間の単位互換、図書館の相互利用等の事業を実施している。加盟校は岩手大学、岩手県
立大学、盛岡大学、富士大学、岩手医科大学、岩手県立大学盛岡短期大学部、岩手県立大学
宮古短期大学部、盛岡大学短期大学部、放送大学岩手学習センター、一関工業高等専門学校
の10校となっている。

在学年限 　在学することができる年限。本学においては、学部の学生は休学期間を除き8年（岩手県立大
学学則第8条）。盛岡短期大学部の学生は4年（岩手県立大学盛岡短期大学部学則第8条）。研
究科博士前期課程の学生は4年、博士後期課程の学生は6年（岩手県立大学大学院学則第6
条）。

期末試験 　学期末までに期間を定めて行うが、授業科目によっては、随時行われる試験。
　試験の方法（筆記、口述発表、論文・レポート提出、実技又は作品制作等のいずれか、若しく
はこれらの併用による）は、当該授業科目の各担当教員が決定し、実施している。

追試験 　所定の試験に欠席した者に対する試験。原則として行わないが、病気その他やむを得ない事
情がある場合に限り、願い出により追試験を受けることができる（岩手県立大学履修規程第8
条）。

再試験 　試験を受験して不合格になった者に対する再度の試験。原則として行わないが、やむを得ない
事情により教授会で認められた場合には、願い出により再試験を受けることができる（岩手県立
大学履修規程第9条）。

不正行為 　試験（期末試験、追試験、再試験）において不正行為をした者は、学則の規定による懲戒処分
のほか、履修規程の規定による成績「不可」の措置がある。

再履修 　単位を修得することができなかった（「不可」の評価を受けた）科目を、次学期以降に改めて履
修すること。再履修により「可」以上の評価を受けた場合には、GPAの算定において前学期以前
の「不可」の評価は除外される。

GPA制度
（Grade Point Average）

　学生毎の成績を履修単位当たりの平均値により表す制度。成績が数値化されることにより、学
生の学習意欲の向上、厳格な成績評価、適切な修学指導への効果等を目的としている。
　本学においては、5段階の評価（秀、優、良、可、不可）にそれぞれ4～0のGP（グレードポイン
ト）を与え、この点数の履修単位当たりの平均値を算出するものとしており、対象となる科目は学
部により異なる。学期GPA、年度GPA、通算GPAの３種類が算定される（岩手県立大学グレード
ポイントアベレージ制度運用規程）。

自由聴講科目 　自由選択により履修することができるが、卒業に必要な単位として算定されない科目。

修業年限 　卒業（修了）するために必要となる、学校に在学する年限。本学の場合は、学部は4年（岩手県
立大学学則第7条）、盛岡短期大学部は2年（岩手県立大学盛岡短期大学部学則第7条）、研究
科博士前期課程は2年、博士後期課程は3年（岩手県立大学大学院学則第5条）。

集中講義 　通常の授業とは別に、主として他大学等の教員により特定の日時に集中して行う授業。夏季・
春季休業期間中に「集中講義期間」が設けられる。

授業等調整期間 　正規の授業期間内に休講となった科目の補講又は学期末の試験を集中的に実施する期間。
この期間は特別な時間割が作成され、掲示により周知される。

用語集

試
　
　
験



シラバス
（Syllabus）

　授業計画の詳細を示す資料。授業の全体概要、各回の授業内容、成績評価の基準及び方
法、教科書・参考書籍等が示される。本学においては、事務管理公開システム又は大学ホーム
ページから参照することができる。

先修条件 　ある授業科目を履修するに当たって、その前に履修しておく必要がある別の授業科目その他
の必要な条件（岩手県立大学履修規程第11条）。

選択科目 　自由選択により履修することができるが、その中から卒業に必要となる所定の単位を修得しな
ければならない科目。

卒業（修了）要件 　卒業（修了）するための要件。大学の場合には、124単位以上を修得するものとされている（大
学設置基準第32条）。短期大学の場合には、62単位以上修得するものとされている（短期大学
設置基準18条）。大学院の場合には、博士前期課程は2年以上在学し、30単位以上修得、か
つ、修士論文の審査及び試験に合格すること、博士後期課程は大学院に5年（修士課程におけ
る2年の在学期間を含む。）以上在学し、30単位以上を修得し、かつ、博士論文の審査及び試験
に合格することとされている。（大学院設置基準第16条、第17条）。
　修得が必要となる授業科目及び単位数の内訳については、学則別表に学部・研究科毎に定
められている。

単位互換 　短期大学、四年制大学や大学院が相互に他大学の学生の聴講を認め、学生が在学校以外の
大学の授業に出席し所定の試験に合格した場合には、その結果を在学校における単位として認
定する制度。

単位制度 　単位を基準として学習量を測る仕組み。1単位の授業科目は、45時間の学修を必要とする内容
で構成することが標準とされている。おおむね15時間～45時間までの範囲で大学が定める時間
をもって1単位とする。（大学設置基準第21条第2項）

長期履修学生制度 　学生が職業を有している等の事情により、修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教
育課程を履修し卒業することを認める制度(大学院設置基準第15条、大学設置基準第30条の2
の準用)。本学では、大学院においてこの制度を導入している(岩手県立大学大学院学則第13条
の3)。

ティーチング・アシスタント
(TA)
（Teaching Assistant）

　教育の補助業務を行う学生。大学院生を対象として、学部学生等に対する助言や実験・実習・
演習等の授業補助業務を行わせることにより、大学院生への教育トレーニング機会の提供と、手
当の支給による経済的支援を目的としている。

スチューデント・アシスタン
ト（ＳＡ）
（Student Assistant）

　学士課程の学生を授業の補助業務に携わらせる場合、ＴＡとは区別してスチューデント・アシス
タント（ＳＡ）という。

ディプロマ・ポリシー
(DP)
(Diploma Policy)

　学位授与の方針。卒業（修了）までにどのような能力の習得を目指すのか、学生が達成すべき
具体的な学習成果を設定したもの。

ピア・サポート
(Peer Support)

　ピア（仲間）同士によりサポート（支援・支え合い）を行う仕組み。大学においては、生活面や学
習面等において先輩や友人が相談相手となる等の制度をいう。

必修科目 　卒業要件として必ず修得しなければならない科目。

プレイスメント・テスト
（Placement Test）

　習熟度別クラス分けのための試験。本学においては「英語基礎演習」・「英語実践演習」科目に
おいて受講者の習熟度水準に応じた授業を行うために実施している。

履修制限科目 　教育効果の観点、又は教室の収容定員の関係上、履修者の人数制限を設ける科目。本学に
おいては、他の科目とは別に履修登録日（時間）を設け、システムによる抽選で履修者を決定す
る。

履修登録 　各学期の初め（年2回）に、学生自らが履修しようとする授業科目を登録する必須の手続。この
手続を行わずに授業や試験を受けても単位を修得することはできない。

履修取消制度 　履修登録科目確定後、「授業の内容が自分の関心と異なっていた」「授業についていけない」
等の事情が発生した場合に、履修放棄によるGPAの低下を防ぐための措置として、履修登録の
取消しをすることができる制度。履修取消期間中に取消しのみ認められ、新たな科目の登録をす
ることはできない（岩手県立大学履修規程第4条の2）。
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研究   

 

要  
四大（履修の手引）

授業を受ける際の注意「情報モラル、著作権の尊重」について

以下のような行為は、授業（演習、実習を含む）の妨害や著作権の侵害、他者への迷惑行為にな
ることがあり、場合によっては、岩手県立大学学則第37条３項４号に該当し、懲戒（訓告，停学お
よび退学）を受ける可能性があります。厳に慎んでください。

～ 行為の一例 ～
❖ オンライン会議システムのURLや認証情報を、他者に公開すること。
❖ 担当教員の許可無く、次のような行為をすること。
・授業で提供された資料等を、他者に配布、公開すること。

・授業の様子を撮影、録音すること。
・授業の様子を撮影、録音したデータを、他者に配布、公開すること。

授業は、担当教員の注意や指示に従い受講してください。

【参考 : 岩手県立大学学則 第37条】
学長は、この規則その他の規程に違反し、又は学生としての本分に
反する行為をした学生を懲戒することができる。
３ 退学の処分は，次の各号のいずれかに該当する者に対して行う。
（４）本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者
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本学では、学修の幅を広 るため、 する学部・学科・コース キュ ムに指 されてい

い 学部 学科 の授業科目 実 及び実 科目 を く の履修を めています。

１．履修 目
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．

履修を する科目 数の学部に たる場 には、 を開 学部 とに 成してく

ださい。

履修決 でも、教 の 人数の により決 を り す と ります。

学 ・学科 卒業 単位 の算入 

 

 
め い。

 

 

 

開科目 について、 学部 学科 の専門科目を、４ を として める。

前に教 の指導を得る と 学部 学科 の 学科履修の場 を く 。

 

 
め い。

 

 

開科目 について、 学部の専門科目を、 を として 付きで める。

の前に教 の指導を得る と。
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 履修  

本学では、学修の幅を広 るため、 する学部・学科・コース キュ ムに指 されてい

い 学部 学科 の授業科目 実 及び実 科目 を く の履修を めています。

１．履修 目

  

 

 

 

 

．

 

 

 

  

３．

 

．

履修を する科目 数の学部に たる場 には、 を開 学部 とに 成してく

ださい。

履修決 でも、教 の 人数の により決 を り す と ります。

学 ・学科 卒業 単位 の算入 

 

 
め い。

 

 

 

開科目 について、 学部 学科 の専門科目を、４ を として める。

前に教 の指導を得る と 学部 学科 の 学科履修の場 を く 。

 

 
め い。

 

 

開科目 について、 学部の専門科目を、 を として 付きで める。

の前に教 の指導を得る と。

 教育

 

  

 

１．

 

．

において学部の 年 から４年 に 学している学 する と できます。ただ

し、 年 業 者 通年科目 は 期開 科目を する とはできま 。また、

に た ては、 前に教 教 に してください。

３．

学 、授業 、 は です。ただし、 ・ の 及び授業に る に

ついては、 される場 ります。

． 目

い て高 教育コンソーシアム ーム ー に されている コア科目 を履修する と

できます。また、コア科目 で ても、 の の科目を履修したい場 には、

履修 者 その を し、科目の開 において された場 に、 する科目を履修す

る と できます。

．

 い て高 教育コンソーシアム ーム ー に されている 特別 学

項 をよく で きしてください。 

 に に よ に きを と。 

 科目は適 期 を め を 場 ります。

 

特別 学 通

い て高 教育コンソーシアム ーム

ー より ウン ー

学 通

本学学 ンター にて

期間 各学期履修 期

 本学学 ンター
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．

学で修得した の本学での を するときは、学 ンターで きを て

ください。

 

 

は、 の に 通知 により通知されます。

要  

された 、 業 として されるか かは、 学部により い

りますので してください。

 

学で修得した は、本学で修得した と 別するため、成 において

と されます。

．

授業の開 期や は、開 学により る と ります。

 
修得 学 発 したもの

 本学学 ンター

学  卒業 単位 の算入 

学部 め い。

社会 学部

付き 開科目として まで で める。

お、 業 の の に ら 、

科目としては め い。

ソフトウェア情報学部 付きで める。

学部 付きで める。
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．

学で修得した の本学での を するときは、学 ンターで きを て

ください。

 

 

は、 の に 通知 により通知されます。

要  

された 、 業 として されるか かは、 学部により い

りますので してください。

 

学で修得した は、本学で修得した と 別するため、成 において

と されます。

．

授業の開 期や は、開 学により る と ります。

 
修得 学 発 したもの

 本学学 ンター

学  卒業 単位 の算入 

学部 め い。

社会 学部

付き 開科目として まで で める。

お、 業 の の に ら 、

科目としては め い。

ソフトウェア情報学部 付きで める。

学部 付きで める。

 期 目  

 

１．

本学の学 部の授業科目を履修する場 は 、 部の学 本学の授業科目を

履修する場 は と ります。

．

において学部の 年 から４年 に 学している学 する と できます。

に た ては、 前に教 教 に してください。

３．

学 、授業 、 は です。

．履修 目

開 科目は、シ スに されています。

また、各授業科目には履修できる年 の制 開 年 り、履修できるのは原 として自分

の年 と同じ開 年 の授業科目、及び の開 年 の授業科目に られます。

ただし、特別の 情 る場 は、自分の年 より の開 年 の授業科目を履修できる と

りますので、 前に学 ンターに してください。

．

  

 立 学 特別 学 項 をよく で、

きを てください。 を えた た場 は、 と ります。

  

．

は、本学学 ンターから通知します。ただし、 により、 され か た

場 には、 通知 前に した 実については と ります。

 
特別 学 通

学 通

期間 各学期履修 期

 本学学 ンター

履修時期 講 通 時期 
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．

の は自 科目として され、 業 には されま ので してくだ

さい。

．  

 期 学部で修得した は、本学で修得した と 別するため、成 において

と されます。 

．  
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．

の は自 科目として され、 業 には されま ので してくだ

さい。

．  

 期 学部で修得した は、本学で修得した と 別するため、成 において

と されます。 

．  

 

 

 目  

 

 

    

  
 

 

 

 
   

 

 

  

 

   

 

 

  

 

 
 

    

  
 

  

  

 

 
 

  

  

 
 

  

  

 
   

 
 

 
 

 
  

 

  

  

 

   

 

 

    

     

  
 

  

 

 

 

された場 は、 の に 通知 により通知します。
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2 目  

 

１．

目 教 研

究 教

 

 

． 目

 

 

 

３．

目履修

 

  

 

研究科 課程 聴講で 科目 聴講  単位の 定 

学研究科

博士前期課程  学部の専門科目

授業科目の 、

授業 教 及び指導

教 の 解 得ら

れたものについて

を める。

原 、 い

とし、 の

は い。

を

とする場 は、

学部授業科目

履修 を

し、研究科

会及び教授

会の を得る

き と

る。

博士 期課程

 学部の専門科目

 学研究科博士前期課程の

開 科目

社会 学

研究科

博士前期課程  社会 学部の専門科目

博士 期課程

 社会 学部の専門科目

 社会 学研究科博士前期課

程の開 科目

ソフトウェア

情報学研究科

博士前期課程
 ソフトウェア情報学部の専門

科目

博士 期課程

 ソフトウェア情報学部の専門

科目

 ソフトウェア情報学研究科博

士前期課程の開 科目

研究科

博士前期課程  学部の専門科目

博士 期課程

 学部の専門科目

 研究科博士前期課程

の開 科目
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2 目  

 

１．

目 教 研

究 教

 

 

． 目

 

 

 

３．

目履修

 

  

 

研究科 課程 聴講で 科目 聴講  単位の 定 

学研究科

博士前期課程  学部の専門科目

授業科目の 、

授業 教 及び指導

教 の 解 得ら

れたものについて

を める。

原 、 い

とし、 の

は い。

を

とする場 は、

学部授業科目

履修 を

し、研究科

会及び教授

会の を得る

き と

る。

博士 期課程

 学部の専門科目

 学研究科博士前期課程の

開 科目

社会 学

研究科

博士前期課程  社会 学部の専門科目

博士 期課程

 社会 学部の専門科目

 社会 学研究科博士前期課

程の開 科目

ソフトウェア

情報学研究科

博士前期課程
 ソフトウェア情報学部の専門

科目

博士 期課程

 ソフトウェア情報学部の専門

科目

 ソフトウェア情報学研究科博

士前期課程の開 科目

研究科

博士前期課程  学部の専門科目

博士 期課程

 学部の専門科目

 研究科博士前期課程

の開 科目

 期履修  

 

１．

 

 

 

 

． 期履修期

 

 

 

３．
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．

 

 

 

 

 

 

 

． 期履修期

 

 

．
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基盤教育科目

．

 

 

 

 

 

 

 

． 期履修期

 

 

．
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ソフトウェア情報学部

  

 

立 学の学士課程教育では、 業 ・学 授 の に た 通の 及び学部

とに設 する能力の育成のため、基 教育科目と専門教育科目を とした キュ ムを

成・実 し、学 ・能 に学 と できるよ 、 、 、実 を適 に組

み た授業を開 します。 

基 教育科目は、 学での学修活 の基 を える力を える つくる 学で学 力をつ

くる 、 ・ 社会において れから とされる知識・技能を身につける きる を

知る 、幅広く か 教養に基 く 力・ 力を育成する 学問を知る・

とを目 とし、 のよ 科目 を開 します。 

 基礎科目  

る 学での４年 の学び、また実社会に活用できるスキルの 得と

・能力・身 の育成を目指す科目として、 門科目 情報 理 保 育

を開 します。 

コミュ ーシ ン能力、課題発見・解決能力  

教 科目  

る る それ れの専門 の知識・技術を活用する場としての を知

る とを目指す科目として 教養 教養 を開 します。 

コミュ ーシ ン能力、社会 の 、幅広い教養、課題発見・解決能力  

る それ れの専門 を学問 知の の に け、課題解

決のための、 学問 の 知 を活用できる とを目指す科目として 基 教養 課題

別教養 を開 します。 

  幅広い教養、社会 の 、課題発見・解決能力  

専門教育科目 は、 基 教育科目 を とし、また、その と を り ら、各

学部において開 します。 

教育目  

 本科目 は、 学での４年 の学び、また実社会に活用できるスキルの 得と ・能力・

身 の育成を目指す。 

科目  

 学で学 ためには、４年 の学びの見通しを つ とや、 学で学 ために 学 ス

キルを身につける ります。 学での学び のスムー のために、 学で学 ・

学を学 、 基 教養 門 ・ を開 します。 

１ 教育  

 教育  

１．  
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立 学の学士課程教育では、 業 ・学 授 の に た 通の 及び学部

とに設 する能力の育成のため、基 教育科目と専門教育科目を とした キュ ムを

成・実 し、学 ・能 に学 と できるよ 、 、 、実 を適 に組

み た授業を開 します。 

基 教育科目は、 学での学修活 の基 を える力を える つくる 学で学 力をつ

くる 、 ・ 社会において れから とされる知識・技能を身につける きる を

知る 、幅広く か 教養に基 く 力・ 力を育成する 学問を知る・

とを目 とし、 のよ 科目 を開 します。 

 基礎科目  

る 学での４年 の学び、また実社会に活用できるスキルの 得と

・能力・身 の育成を目指す科目として、 門科目 情報 理 保 育

を開 します。 

コミュ ーシ ン能力、課題発見・解決能力  

教 科目  

る る それ れの専門 の知識・技術を活用する場としての を知

る とを目指す科目として 教養 教養 を開 します。 

コミュ ーシ ン能力、社会 の 、幅広い教養、課題発見・解決能力  

る それ れの専門 を学問 知の の に け、課題解

決のための、 学問 の 知 を活用できる とを目指す科目として 基 教養 課題

別教養 を開 します。 

  幅広い教養、社会 の 、課題発見・解決能力  

専門教育科目 は、 基 教育科目 を とし、また、その と を り ら、各

学部において開 します。 

教育目  

 本科目 は、 学での４年 の学び、また実社会に活用できるスキルの 得と ・能力・

身 の育成を目指す。 

科目  

 学で学 ためには、４年 の学びの見通しを つ とや、 学で学 ために 学 ス

キルを身につける ります。 学での学び のスムー のために、 学で学 ・

学を学 、 基 教養 門 ・ を開 します。 

１ 教育  

 教育  

１．  
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ソフトウェア情報学部

 

 教養教育や専門教育の基 と る の学力を身につけ、 に り に し ための知

識・技能・ を養 とを目 としています。 ル別の 人数 スで 基

実践 の の科目を に した教育を 開します。 

理  

 各 コンピュータア ーシ ン、 ト ー に するとともに、情報技術活用 

についての社会 責任 情報にかか るモ ル 、 を学び、 れからの情報 社会に参 

画する を身につけるために 情報 テ シー を開 します。 

育  

 における について幅広く え、自ら に 活のための とれる

とを目指す 科学 を開 します。また、各 ス ー 目の実践から、身 能を高め、

ス ー を通してのコミュ ーシ ンを える 育実技 を開 します。 

  

教育目  

 本科目 は、それ れの専門 の知識・技術を活用する場としての を知る とを

目指しています。 、 つの科目 によ て構成されています。 

教  

 理解 は、 を知り、 課題を える とを通して、 本における 社会の

、またその課題解決 活 のために ア ー を学 科目を開 します。 

学 は、 をフ ール として、そのフ ール に り、課題解決のための実

践 活 を 科目を開 します。 

教  

 科目 は、 ー ル人材に コミュ ーシ ン技術としての を学

科目を開 します。 

ー ル理解科目 は、 理解と に 基 知識、 の 課題

について える力を育成する科目を開 します。 

教育目  

 それ れの専門 を学問 知の の に け、課題解決のための、 学問

の 知 を活用できる とを目指します。 

基 教  

人 いてきた 知 を え・学 とを目 とし、 人 社会 自 にかか る学

問知、社会 知識の 得を目指します。 数の学問 に れ、自身の専門 を に見

る と でき、また 付けて える力を養 科目を開 します。 

教  

社会に る課題 、 に を て、それに して 、学 にア ー す

る を身につける とを目 としています。社会における 解の い本 、 、

問題について課題を見 し、様 観 から分 、 を い、 に基 く自身の え

を構 できる力を 科目を開 します。 

．  

３．  

  

ー

間と職業 地域 と健康 コミュ ティ形 の理論と実践 地域と情報

地域 と ランティア 地域コミュ ティと り 間 と 共生

学 A 学 B よ の地域活 キャリア地域学習

中国語Ⅰ・Ⅱ 国語Ⅰ・Ⅱ イ 語Ⅰ・Ⅱ

フランス語Ⅰ・Ⅱ スペイン語Ⅰ・Ⅱ

語学研修Ⅱ

日本語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（ 国 学生の 履修 ）

国際 A・B・C・D・ ・

1 年次 年次 年次 年次

学の 術学の 学の 史学の

教学の 学の 教育学の 理学の 学の

生 学の 地 科学の 地理学の 体育学・ス ー の

学の 理学の 数学の 確率の 学の

生 学の 法学の 政 学の 学の

自 と と集 科学技術と 理 環境と ジェン ーと

発と環境 と 支援 フィール で

の と支援 ・ と環境 共生

代 と を り 課 データ イエンス入門

データ イエンス 用Ⅰ データ イエンス 用Ⅱ

グロー ル

理解入門

大学で学ぶ・大学を学ぶ

基礎教養入門 I・II

情報リテラシー

英語基礎演習 I・II 英語基礎演習Ⅲ・Ⅳ

英語実践演習 I・II 英語実践演習Ⅲ・Ⅳ

体 育 実 技

健 康 科 学

語学研修Ⅰ

国際 A・B・C・D・ ・

グロー ル理解演習

国際演習 A・B

造学習Ⅰ

造学習Ⅱ

造実践演習

用 国語 A・B・C・D・ ・

． 教育  



― 27 ―

 

 教養教育や専門教育の基 と る の学力を身につけ、 に り に し ための知

識・技能・ を養 とを目 としています。 ル別の 人数 スで 基

実践 の の科目を に した教育を 開します。 

理  

 各 コンピュータア ーシ ン、 ト ー に するとともに、情報技術活用 

についての社会 責任 情報にかか るモ ル 、 を学び、 れからの情報 社会に参 

画する を身につけるために 情報 テ シー を開 します。 

育  

 における について幅広く え、自ら に 活のための とれる

とを目指す 科学 を開 します。また、各 ス ー 目の実践から、身 能を高め、

ス ー を通してのコミュ ーシ ンを える 育実技 を開 します。 

  

教育目  

 本科目 は、それ れの専門 の知識・技術を活用する場としての を知る とを

目指しています。 、 つの科目 によ て構成されています。 

教  

 理解 は、 を知り、 課題を える とを通して、 本における 社会の

、またその課題解決 活 のために ア ー を学 科目を開 します。 

学 は、 をフ ール として、そのフ ール に り、課題解決のための実

践 活 を 科目を開 します。 

教  

 科目 は、 ー ル人材に コミュ ーシ ン技術としての を学

科目を開 します。 

ー ル理解科目 は、 理解と に 基 知識、 の 課題

について える力を育成する科目を開 します。 

教育目  

 それ れの専門 を学問 知の の に け、課題解決のための、 学問

の 知 を活用できる とを目指します。 

基 教  

人 いてきた 知 を え・学 とを目 とし、 人 社会 自 にかか る学

問知、社会 知識の 得を目指します。 数の学問 に れ、自身の専門 を に見

る と でき、また 付けて える力を養 科目を開 します。 

教  

社会に る課題 、 に を て、それに して 、学 にア ー す

る を身につける とを目 としています。社会における 解の い本 、 、

問題について課題を見 し、様 観 から分 、 を い、 に基 く自身の え

を構 できる力を 科目を開 します。 

．  

３．  

  

ー

間と職業 地域 と健康 コミュ ティ形 の理論と実践 地域と情報

地域 と ランティア 地域コミュ ティと り 間 と 共生

学 A 学 B よ の地域活 キャリア地域学習

中国語Ⅰ・Ⅱ 国語Ⅰ・Ⅱ イ 語Ⅰ・Ⅱ

フランス語Ⅰ・Ⅱ スペイン語Ⅰ・Ⅱ

語学研修Ⅱ

日本語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（ 国 学生の 履修 ）

国際 A・B・C・D・ ・

1 年次 年次 年次 年次

学の 術学の 学の 史学の

教学の 学の 教育学の 理学の 学の

生 学の 地 科学の 地理学の 体育学・ス ー の

学の 理学の 数学の 確率の 学の

生 学の 法学の 政 学の 学の

自 と と集 科学技術と 理 環境と ジェン ーと

発と環境 と 支援 フィール で

の と支援 ・ と環境 共生

代 と を り 課 データ イエンス入門

データ イエンス 用Ⅰ データ イエンス 用Ⅱ

グロー ル

理解入門

大学で学ぶ・大学を学ぶ

基礎教養入門 I・II

情報リテラシー

英語基礎演習 I・II 英語基礎演習Ⅲ・Ⅳ

英語実践演習 I・II 英語実践演習Ⅲ・Ⅳ

体 育 実 技

健 康 科 学

語学研修Ⅰ

国際 A・B・C・D・ ・

グロー ル理解演習

国際演習 A・B

造学習Ⅰ

造学習Ⅱ

造実践演習

用 国語 A・B・C・D・ ・

． 教育  
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ソフトウェア情報学部

教育 目

基盤教育科目の履修

　　

基盤教育科目の の科目 履修 の 履修 合 り
の 基盤教育科目の履修 を
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教育 目

基盤教育科目の履修

　　

基盤教育科目の の科目 履修 の 履修 合 り
の 基盤教育科目の履修 を
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ソフトウェア情報学部

 立 学には、学部・学科の専門 専 に えて、それ れの専門 活かされる
を とい から理解し、そ で じる 様 課題に り組 力を

かつ実践 に学 と できる ムとして、 教育 ム 教養教育
ム とい つの 専 の課程 ります。それ れの課程の修 を たす と

で、 士 教養士 の を得る と できます。 

ムの目  
 教育 ムは、 本 える 課題について、 その解決のために、
を理解し、 課題を発見し、課題に り組 とい をも た学びです。 と し、

きた情報を活用し、実践 に活 する力を育成する とを目指します。 

履修  

 分 科    目 修 単位数

   

   

   

   

 に の す

・コア科目 2 単位修  

・フィール ワーク科目 造学習Ⅰ 2 単位修  

・地域 基盤教育科目 4 単位修  

・地域 専門教育科目 2 単位修  

年次で 造学習Ⅱ と 造実践演習 の 

行履修

 

合  計  

ムの特  
 教育 ムは、 ルー 活 を とした での実践活 を通して学修しま
す。 専 の 課程 数 を修 した学 に し、修 と
の 授 されます。 

４ キュ ム  

  

  

３ 履修 

 

大学で学ぶ・大学を学ぶ 

造実践演習 

造学習Ⅱ 

造学習Ⅰ 

 

 

実践 の高 り

 

 

地 域   基 盤 科 目 

地 域   専 門 科 目 

 

フィール ワーク科目 

 

コア科目 

キャップストーン科目 

１． 教育  

 立 学には、学部・学科の専門 専 に えて、それ れの専門 活かされる
を とい から理解し、そ で じる 様 課題に り組 力を

かつ実践 に学 と できる ムとして、 教育 ム 教養教育
ム とい つの 専 の課程 ります。それ れの課程の修 を たす と

で、 士 教養士 の を得る と できます。 

ムの目  
 教育 ムは、 本 える 課題について、 その解決のために、
を理解し、 課題を発見し、課題に り組 とい をも た学びです。 と し、

きた情報を活用し、実践 に活 する力を育成する とを目指します。 

履修  

 分 科    目 修 単位数

   

   

   

   

 に の す

・コア科目 2 単位修  

・フィール ワーク科目 造学習Ⅰ 2 単位修  

・地域 基盤教育科目 4 単位修  

・地域 専門教育科目 2 単位修  

年次で 造学習Ⅱ と 造実践演習 の 

行履修

 

合  計  

ムの特  
 教育 ムは、 ルー 活 を とした での実践活 を通して学修しま
す。 専 の 課程 数 を修 した学 に し、修 と
の 授 されます。 

４ キュ ム  

  

  

３ 履修 

 

大学で学ぶ・大学を学ぶ 

造実践演習 

造学習Ⅱ 

造学習Ⅰ 

 

 

実践 の高 り

 

 

地 域   基 盤 科 目 

地 域   専 門 科 目 

 

フィール ワーク科目 

 

コア科目 

キャップストーン科目 

１． 教育  

教育 ム科目一  

  

    

 
   

  

 

 

    

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

教

科
目
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 立 学には、学部・学科の専門 専 に えて、それ れの専門 活かされる
を とい から理解し、そ で じる 様 課題に り組 力を

かつ実践 に学 と できる ムとして、 教育 ム 教養教育
ム とい つの 専 の課程 ります。それ れの課程の修 を たす と

で、 士 教養士 の を得る と できます。 

ムの目  
 教育 ムは、 本 える 課題について、 その解決のために、
を理解し、 課題を発見し、課題に り組 とい をも た学びです。 と し、

きた情報を活用し、実践 に活 する力を育成する とを目指します。 

履修  

 分 科    目 修 単位数

   

   

   

   

 に の す

・コア科目 2 単位修  

・フィール ワーク科目 造学習Ⅰ 2 単位修  

・地域 基盤教育科目 4 単位修  

・地域 専門教育科目 2 単位修  

年次で 造学習Ⅱ と 造実践演習 の 

行履修

 

合  計  

ムの特  
 教育 ムは、 ルー 活 を とした での実践活 を通して学修しま
す。 専 の 課程 数 を修 した学 に し、修 と
の 授 されます。 

４ キュ ム  

  

  

３ 履修 

 

大学で学ぶ・大学を学ぶ 

造実践演習 

造学習Ⅱ 

造学習Ⅰ 

 

 

実践 の高 り

 

 

地 域   基 盤 科 目 

地 域   専 門 科 目 

 

フィール ワーク科目 

 

コア科目 

キャップストーン科目 

１． 教育  

 立 学には、学部・学科の専門 専 に えて、それ れの専門 活かされる
を とい から理解し、そ で じる 様 課題に り組 力を

かつ実践 に学 と できる ムとして、 教育 ム 教養教育
ム とい つの 専 の課程 ります。それ れの課程の修 を たす と

で、 士 教養士 の を得る と できます。 

ムの目  
 教育 ムは、 本 える 課題について、 その解決のために、
を理解し、 課題を発見し、課題に り組 とい をも た学びです。 と し、

きた情報を活用し、実践 に活 する力を育成する とを目指します。 

履修  

 分 科    目 修 単位数

   

   

   

   

 に の す

・コア科目 2 単位修  

・フィール ワーク科目 造学習Ⅰ 2 単位修  

・地域 基盤教育科目 4 単位修  

・地域 専門教育科目 2 単位修  

年次で 造学習Ⅱ と 造実践演習 の 

行履修

 

合  計  

ムの特  
 教育 ムは、 ルー 活 を とした での実践活 を通して学修しま
す。 専 の 課程 数 を修 した学 に し、修 と
の 授 されます。 

４ キュ ム  

  

  

３ 履修 

 

大学で学ぶ・大学を学ぶ 

造実践演習 

造学習Ⅱ 

造学習Ⅰ 

 

 

実践 の高 り

 

 

地 域   基 盤 科 目 

地 域   専 門 科 目 

 

フィール ワーク科目 

 

コア科目 

キャップストーン科目 

１． 教育  

教育 ム科目一  

  

    

 
   

  

 

 

    

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

教

科
目
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ムの目  

 教養教育 ムは、 ルー ル を前に、 理解・ を基

とした ・社会の 理解に立 し、自らと る をもつ人 と し課題

解決できる 学力を身につけるとともに、それ れの専門分野の立場から に できる

実践力の育成を目指します。 

履修  

 分 科    目 修 単位数

   

   

   

  

   

 

 に の す

・コア科目 単位修  

・ 国語科目 国語Ⅰ 単位修  

・グロー ル理解科目 単位修  

の必 単位 グロー ル理解演習 と 行履修  

 

合  計  

ムの特  

 教養教育 ムは、 ー ル社会の について、 学に まら い での

・研修を通して実践 に学 課程です。同 に、 に えて くとも つの を

し、その 得を目指します。 専 の 課程 数 を修 した学 に

し、修 と 教 の 授 されます。 

４ キュ ム 履修の れ  

グロー ル理解科目 

 

 

 

 国 語 科 目 

 

コ  ア  科  目 

理解

 

国際  

国際  

グロー ル理解演習 

用 国語・研修・演習科目 

キャップストーン科目 

用 国語

語学研修Ⅰ・Ⅱ 

国際演習 ・  

 

 

 

． 教 教育  教養教育 ム科目一  
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ムの目  

 教養教育 ムは、 ルー ル を前に、 理解・ を基

とした ・社会の 理解に立 し、自らと る をもつ人 と し課題

解決できる 学力を身につけるとともに、それ れの専門分野の立場から に できる

実践力の育成を目指します。 

履修  

 分 科    目 修 単位数

   

   

   

  

   

 

 に の す

・コア科目 単位修  

・ 国語科目 国語Ⅰ 単位修  

・グロー ル理解科目 単位修  

の必 単位 グロー ル理解演習 と 行履修  

 

合  計  

ムの特  

 教養教育 ムは、 ー ル社会の について、 学に まら い での

・研修を通して実践 に学 課程です。同 に、 に えて くとも つの を

し、その 得を目指します。 専 の 課程 数 を修 した学 に

し、修 と 教 の 授 されます。 

４ キュ ム 履修の れ  

グロー ル理解科目 

 

 

 

 国 語 科 目 

 

コ  ア  科  目 

理解

 

国際  

国際  

グロー ル理解演習 

用 国語・研修・演習科目 

キャップストーン科目 

用 国語

語学研修Ⅰ・Ⅱ 

国際演習 ・  

 

 

 

． 教 教育  教養教育 ム科目一  
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ソフトウェア情報学部

数理・データ イ ンス・ は、 のデ タル社会の基 知識で り、す ての学部

身につけておく き 養ととらえ、本学では 理 データ イ ンス教育 ム に

よ て、 学における学び・研究、 の仕 ・ 活に 立つ数理・データ イ ンス・ の

知識・技術を に学びます。本 ムには、す ての学 身につける き基

テ シー ル と、その に発 に学 用基 ル り、それ れに学修

目 ・修 められています。 

ムの科目 成と学修目  

ムの修  

科    目 
修  

  
リテラシーレ ル 用基礎レ ル 

 

 

関 科目 

 

 

 

の  

   
 

 
  

  

履修 の  

・教育 ム の ント ーは りま 科目 との履修 は です 。 

・ テ シー ルを修 した場 修 科目 、成 にその されます。 

・ 用基 ルを修 した場 、 によ て修 発 されます。 

・ 用基 ルについては、開 科目や修 する と ります。 

大学で学ぶ・大学を学ぶ 

情報リテラシー 

確率の  

データ イエンス入門 

データ イエンス 用Ⅰ  

学 B 

 デ 教育 

リテラシーレ ル 

用基礎レ ル 

統計関連

リテラシーレ ルの学修目  

✒ 数理・データ イエンス・ Ｉ で のよ 活

用 の 理解 自 の専門分 の学

活用 と で の基礎的素養を

 

用基礎レ ルの学修目  

✒ リテラシーレ ルの発 的な を理解 自

の専門分 の課 解 数理・データ イエン

ス・ Ｉを 用 の基礎 を  

専門科目での活用 

必

選択

データ イエンス 用Ⅱ

業 には社会に て様 フ ール で活 する とを して 学してきているみ
さ にと て、 学は専門知識や能力を学び め、 には研究するとともに、実社会で活 す
るため基 ・ 用 に と る 識や能力にも きをかける 、と ともでき
ます。 

本学で開 している科目の 、その を きく ている科目を本学の キ ア教育
として します。み さ にもその 識と目 を て れらの科目を履修する とを め
ます。 

 立 学のキ ア教育 

 立 学における キ ア教育 は、それ れの分野・テー の学修・ 究の かで
社会の で自分の を たし、自分らしい き を実 さ る と も し、 のい
れかの 基 ・ 用 能力 を育てるものとしています。 

能力  

人 成・ 

社会 成能力 

様 者の えや立場を理解し、 の 見を いて自分の えを に

える と できる。 

自分の かれている を け め、 を たしつつ 者と 力・ す

る と できる。 

自 理解・ 

自 理能力 

自分の 観と 能 について に理解する と できる。 

自分の や感情をコント ールし、 の成 のために に学び、

する と できる。 

課題 能力 

社会における理 を する と でき、 との と る問題

を発見・分 する と できる。 

問題から様 課題を設 し 得した知識・スキルを用いて、自ら

実 能で適 計画を立て、その課題を 理・解決する と できる。 

キ ア 

ン ン 能力 

く との を理解し、 く とに自らの を見 す と できる。 

様 き に する様 情報を適 に ・活用し に し

て自らのキ アを 成できる。 

 科目一  

 各学部で学 専門知識・能力を社会の で発 できるよ 、キ ア教育も 年 から
に 備されています。 

キ アデザイン  
キ アデザイン

 教育 、 キ ア 、 理  

 

ソーシ ル ー 門、ソーシ ル ー 、 ア 、
保育原理、 学、ソーシ ル ー 、 、

工学、人 業・組 理学 、 活
、 、 ー ルデザイン 、

実 、コミュ テ ー ス実 、 ソーシ
ル ー の 開、 発 ア ス ント 、育 、

者 ア 、 知 ア 、 発 研究 、
発 実 、 特 、  

ソフトウェア

情報 

スタデ スキル 、キ アデザイン 、 ェ ト
、インターンシ 、キ アデザイン 、

ェ ト 、システムデザイン 、システムデザイン実
践 、システムデザイン 、インターンシ 、情報
と 業 

総合政  

キ ア・デザイン 、キ ア・デザイン 、キ ア・
デザイン 、 ・ 実 、 ・ 実 、 実

、 実 、 実 、 通 実 、イ
ンターンシ  

年次必修
学で学 ・ 学を学  

基 教養 門  
基 教養 門  

選択
い て 学  
い て 学  
い て 実践  
人 と 業 
キ ア 学  

 教育 



― 35 ―

数理・データ イ ンス・ は、 のデ タル社会の基 知識で り、す ての学部

身につけておく き 養ととらえ、本学では 理 データ イ ンス教育 ム に

よ て、 学における学び・研究、 の仕 ・ 活に 立つ数理・データ イ ンス・ の

知識・技術を に学びます。本 ムには、す ての学 身につける き基

テ シー ル と、その に発 に学 用基 ル り、それ れに学修

目 ・修 められています。 

ムの科目 成と学修目  

ムの修  

科    目 
修  

  
リテラシーレ ル 用基礎レ ル 

 

 

関 科目 

 

 

 

の  

   
 

 
  

  

履修 の  

・教育 ム の ント ーは りま 科目 との履修 は です 。 

・ テ シー ルを修 した場 修 科目 、成 にその されます。 

・ 用基 ルを修 した場 、 によ て修 発 されます。 

・ 用基 ルについては、開 科目や修 する と ります。 

大学で学ぶ・大学を学ぶ 

情報リテラシー 

確率の  

データ イエンス入門 

データ イエンス 用Ⅰ  

学 B 

 デ 教育 

リテラシーレ ル 

用基礎レ ル 

統計関連

リテラシーレ ルの学修目  

✒ 数理・データ イエンス・ Ｉ で のよ 活

用 の 理解 自 の専門分 の学

活用 と で の基礎的素養を

 

用基礎レ ルの学修目  

✒ リテラシーレ ルの発 的な を理解 自

の専門分 の課 解 数理・データ イエン

ス・ Ｉを 用 の基礎 を  

専門科目での活用 

必

選択

データ イエンス 用Ⅱ

業 には社会に て様 フ ール で活 する とを して 学してきているみ
さ にと て、 学は専門知識や能力を学び め、 には研究するとともに、実社会で活 す
るため基 ・ 用 に と る 識や能力にも きをかける 、と ともでき
ます。 

本学で開 している科目の 、その を きく ている科目を本学の キ ア教育
として します。み さ にもその 識と目 を て れらの科目を履修する とを め
ます。 

 立 学のキ ア教育 

 立 学における キ ア教育 は、それ れの分野・テー の学修・ 究の かで
社会の で自分の を たし、自分らしい き を実 さ る と も し、 のい
れかの 基 ・ 用 能力 を育てるものとしています。 

能力  

人 成・ 

社会 成能力 

様 者の えや立場を理解し、 の 見を いて自分の えを に

える と できる。 

自分の かれている を け め、 を たしつつ 者と 力・ す

る と できる。 

自 理解・ 

自 理能力 

自分の 観と 能 について に理解する と できる。 

自分の や感情をコント ールし、 の成 のために に学び、

する と できる。 

課題 能力 

社会における理 を する と でき、 との と る問題

を発見・分 する と できる。 

問題から様 課題を設 し 得した知識・スキルを用いて、自ら

実 能で適 計画を立て、その課題を 理・解決する と できる。 

キ ア 

ン ン 能力 

く との を理解し、 く とに自らの を見 す と できる。 

様 き に する様 情報を適 に ・活用し に し

て自らのキ アを 成できる。 

 科目一  

 各学部で学 専門知識・能力を社会の で発 できるよ 、キ ア教育も 年 から
に 備されています。 

キ アデザイン  
キ アデザイン

 教育 、 キ ア 、 理  

 

ソーシ ル ー 門、ソーシ ル ー 、 ア 、
保育原理、 学、ソーシ ル ー 、 、

工学、人 業・組 理学 、 活
、 、 ー ルデザイン 、

実 、コミュ テ ー ス実 、 ソーシ
ル ー の 開、 発 ア ス ント 、育 、

者 ア 、 知 ア 、 発 研究 、
発 実 、 特 、  

ソフトウェア

情報 

スタデ スキル 、キ アデザイン 、 ェ ト
、インターンシ 、キ アデザイン 、

ェ ト 、システムデザイン 、システムデザイン実
践 、システムデザイン 、インターンシ 、情報
と 業 

総合政  

キ ア・デザイン 、キ ア・デザイン 、キ ア・
デザイン 、 ・ 実 、 ・ 実 、 実

、 実 、 実 、 通 実 、イ
ンターンシ  

年次必修
学で学 ・ 学を学  

基 教養 門  
基 教養 門  

選択
い て 学  
い て 学  
い て 実践  
人 と 業 
キ ア 学  

 教育 



― 36 ―

ソフトウェア情報学部



ソフトウェア情報学部





Ⅰ　ソフトウェア情報学部の概要



ソフトウェア情報学部の概要 

 

 １．ディプロマ・ポリシー（DP）、カリキュラム・ポリシー（CP） 

● 目指す人材像 

岩手県立大学の学士課程では、幅広い教養と国際感覚を備え、知識を柔軟かつ創造的に活用して

主体的に行動できる人間を育成します。県立大学の強みを生かし、地域と連携した実践的教育を通し

て、産業経済、福祉医療、地域政策等の分野において専門知識を活用して課題解決に取り組み、豊

かで活力ある社会の形成に貢献できる人材を輩出することを目指します。 

ソフトウェア情報学部では、コンピュータサイエンスに立脚し、利用者の立場からシステムの設計・

開発を行うことのできる高度な専門性や豊かな人間性、並びに、数理科学を基盤とする情報技術（数

理・情報技術）を用いて新たな価値やサービスを創出することのできる知的探求心と想像力を備え、地

域社会と連携した実学・実践の教育研究を通して「人と数理・情報技術が調和した豊かな社会」の発

展・高度化に寄与する人材の育成を図ります。 

 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

● 卒業要件 

本学学則に定める卒業要件に必要な年数以上在学し、かつ、単位を修得した学生を、次に掲げる

「学生が卒業までに身につけるべき能力」を備えたものとして、学位「学士（ソフトウェア情報学）」を授与

します。 

● 卒業時に身につけておくべき能力 

DP1:  数理・情報技術の分野に興味を持ち、人間や社会に及ぼす影響や効果を理解でき、技術者が

負っている責任を感じることができる。（社会への関心） 

DP2:  利用者の立場からシステムへの要求を考え、数理・情報技術を用いて問題を解決する方法を提

案することができる。（課題発見・解決能力、専門知識） 

DP3:  数理・情報技術とシステムに関する幅広い知識とスキルを修得し、技術者の立場からそれを活用

した仕組みを企画・設計・開発・保守・運用することができる。（専門知識、幅広い教養） 

DP4:  様々な学びや体験の中から、自分の能力・適性を把握し、自主的・計画的・継続的に学習・研究

を進めることができる。（自己研鑽力、幅広い教養） 

DP5:  論理的な文章を書き、自らの見解を分かりやすく伝達し、他者の意見を踏まえて議論することが

できる。（コミュニケーション能力） 

DP6:  知的探求心と想像力を持ち、絶えず発展し続ける数理・情報技術へ柔軟に対応した専門性を自

ら高めていくことができる。（自己研鑽力、専門知識） 
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教育課程  

 

 

 

 基 科目

 

 教養科目

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年次 学

年 社会 の 、幅広い教養 

基 教育科目、専門基 科目、専門 通科目により、幅広い専門分野の知識・技術の基 を

に します。キ ア学 科目 においては、実践 に問題分 ・問題解決の基 を学びます。

また、 年 におけるコース を におき、授業や課 における を います。 

年 専門知識、課題発見・解決能力 

専門 通科目により、幅広い専門分野の知識・技術を めるとともに、 を見 えてコース指

科目および 科目から し、自らの専門分野を めます。キ ア学 科目 においては、

年 の を活かした問題分 ・問題解決を実践します。また、 年 における研究 を

におき、授業や課 における を います。 

年 課題発見・解決能力、コミュ ーシ ン能力 

開科目により、自らの専門分野の知識・技術をより めるとともに、４年 における研究テー

を におき、研究科目において、実践 に専門分野の知識・技術を修得します。キ ア学

科目 においては、 として ームをまとめ ら問題分 ・問題解決に り組みます。 

年 自 研 力、コミュ ーシ ン能力 

開科目により、自らの専門分野の知識・技術をより めるとともに、研究テー を め、

に します。 
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年次 学

年 社会 の 、幅広い教養 

基 教育科目、専門基 科目、専門 通科目により、幅広い専門分野の知識・技術の基 を

に します。キ ア学 科目 においては、実践 に問題分 ・問題解決の基 を学びます。

また、 年 におけるコース を におき、授業や課 における を います。 

年 専門知識、課題発見・解決能力 

専門 通科目により、幅広い専門分野の知識・技術を めるとともに、 を見 えてコース指

科目および 科目から し、自らの専門分野を めます。キ ア学 科目 においては、

年 の を活かした問題分 ・問題解決を実践します。また、 年 における研究 を

におき、授業や課 における を います。 

年 課題発見・解決能力、コミュ ーシ ン能力 

開科目により、自らの専門分野の知識・技術をより めるとともに、４年 における研究テー

を におき、研究科目において、実践 に専門分野の知識・技術を修得します。キ ア学

科目 においては、 として ームをまとめ ら問題分 ・問題解決に り組みます。 

年 自 研 力、コミュ ーシ ン能力 

開科目により、自らの専門分野の知識・技術をより めるとともに、研究テー を め、

に します。 
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ソフトウェア情報学部

．教育課程

 

 

 

 

３．教育課程

間 を 教養教育

 

学 の連 を 教育研究活動

 

地域 実学・実践的教育研究活動

 

地域 大学と の教育研究活動

 

国際的な教育研究活動

 

． 4 リキュラム体 2022 3 1
教

1セメスタ 2セメスタ 3セメスタ 4セメスタ 5セメスタ 6セメスタ 7セメスタ 8セメスタ 9セメスタ 10セメスタ 11セメスタ 12セメスタ

情報ネットワーク論

オペレーティングシステム論

コンピュータシステム序論 ディジタル回路 コンピュータアーキテクチャI

情報システム基礎論I 情報システム基礎論II ソフトウェア設計学

ソフトウェア情報学総論 卒業研究・制作A 卒業研究・制作B

ゼミナール

ソフトウェア演習A ソフトウェア演習B ソフトウェア演習C ソフトウェア演習D コース演習Ｉ コース演習II ゼミナールA ゼミナールB ゼミナールI ゼミナールII ゼミナールIII

アルゴリズム論

計算モデル論 プログラム言語構造論I

離散数学 プログラム言語構造論II

集合と位相

解析学I 解析学II

線形代数I 線形代数II

確率論 統計学

専門英語I 

科学技術史

ソフトウェア実践演習

スタディスキルズ 基礎教養入門Ⅱ プロジェクト演習I プロジェクト演習II プロジェクト実践演習

（基盤教育科目）

基礎教養入門Ⅰ キャリアデザインI キャリアデザインII

（基盤教育科目）

特 関連 科目 ゴシック体 必修科目
修 科目（単位を な と次の科目を履修で ） 選択科目

1年次 2年次 3年次 4年次 博士前期課程（大学院）

大学院進学 定 講 （早期履修制 ）

大学院進学 定 講 （早期履修制 ）

ソフトウェア情報学研究

大学院進学 定 講 （早期履修制 ）

大学院進学 定 講 （早期履修制 ）

大学院進学 定 講 （早期履修制 ）

大学院進学 定 講 （早期履修制 ）

（）

研
究
科
目

目

目
目

目

専
門
基
礎
科
目
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．教育課程

 

 

 

 

３．教育課程

間 を 教養教育

 

学 の連 を 教育研究活動

 

地域 実学・実践的教育研究活動

 

地域 大学と の教育研究活動

 

国際的な教育研究活動

 

． 4 リキュラム体 2022 3 1
教

1セメスタ 2セメスタ 3セメスタ 4セメスタ 5セメスタ 6セメスタ 7セメスタ 8セメスタ 9セメスタ 10セメスタ 11セメスタ 12セメスタ

情報ネットワーク論

オペレーティングシステム論

コンピュータシステム序論 ディジタル回路 コンピュータアーキテクチャI

情報システム基礎論I 情報システム基礎論II ソフトウェア設計学

ソフトウェア情報学総論 卒業研究・制作A 卒業研究・制作B

ゼミナール

ソフトウェア演習A ソフトウェア演習B ソフトウェア演習C ソフトウェア演習D コース演習Ｉ コース演習II ゼミナールA ゼミナールB ゼミナールI ゼミナールII ゼミナールIII

アルゴリズム論

計算モデル論 プログラム言語構造論I

離散数学 プログラム言語構造論II

集合と位相

解析学I 解析学II

線形代数I 線形代数II

確率論 統計学

専門英語I 

科学技術史

ソフトウェア実践演習

スタディスキルズ 基礎教養入門Ⅱ プロジェクト演習I プロジェクト演習II プロジェクト実践演習

（基盤教育科目）

基礎教養入門Ⅰ キャリアデザインI キャリアデザインII

（基盤教育科目）

特 関連 科目 ゴシック体 必修科目
修 科目（単位を な と次の科目を履修で ） 選択科目

1年次 2年次 3年次 4年次 博士前期課程（大学院）

大学院進学 定 講 （早期履修制 ）

大学院進学 定 講 （早期履修制 ）

ソフトウェア情報学研究

大学院進学 定 講 （早期履修制 ）

大学院進学 定 講 （早期履修制 ）

大学院進学 定 講 （早期履修制 ）

大学院進学 定 講 （早期履修制 ）

（）

研
究
科
目

目

目
目

目

専
門
基
礎
科
目
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．履修  

 

 

 

． 要  

2  

 

 

 

 

 

 

１ ． 要  

 

      分 
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卒業 単位数 
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１１． 期履修  

 

人  科目 とに 程  

履修 能 期 年 前期・ 期 

履修 数 期 たり 科目  

科目 別 める 

 年 の に基 く 

授業   

修得 の り い 自 科目 学 に 修得 として される

 に する詳しい情報は 学 教 会の イトを参照してください。 

◆早期履修制 関 情報・  

学 教 会              

学 教 会 ールア ス    

１ ．  

 

 

 

◆相談  

 学 ンター 本部 、学部 ソフトウェア情報学部  

  キ ア ンター 本部 、 ソフトウェア情報学部  

 学  学 コーナー ソフトウェア情報学部  

◆学生 情報 

学 け学 ー    

教 会     

 キュ ム、 ス ・研究  

学 会     

 スルーム 任、学 、学  

会              

１３．履修モデル 

  

     

 

デ

 

 

モデル 

 

デ モデル 

 

 

 

モデル 

。

モデル 

 

モデル 
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１１． 期履修  

 

人  科目 とに 程  

履修 能 期 年 前期・ 期 

履修 数 期 たり 科目  

科目 別 める 

 年 の に基 く 

授業   

修得 の り い 自 科目 学 に 修得 として される

 に する詳しい情報は 学 教 会の イトを参照してください。 

◆早期履修制 関 情報・  

学 教 会              

学 教 会 ールア ス    

１ ．  

 

 

 

◆相談  

 学 ンター 本部 、学部 ソフトウェア情報学部  

  キ ア ンター 本部 、 ソフトウェア情報学部  

 学  学 コーナー ソフトウェア情報学部  

◆学生 情報 

学 け学 ー    

教 会     

 キュ ム、 ス ・研究  

学 会     

 スルーム 任、学 、学  

会              

１３．履修モデル 

  

     

 

デ

 

 

モデル 

 

デ モデル 

 

 

 

モデル 

。

モデル 

 

モデル 
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デ  

 

 

モデル 

 

デ モデル 

 

3
1
履

修
モ

デ
ル

1
年

次
前

期
1
年

次
後

期
2
年

次
前

期
2
年

次
後

期
3
年

次
前

期
3
年

次
後

期
4
年

次
前

期
4
年

次
後

期

専
門

基
礎

★
線

形
代

数
I(
1
)

★
確

率
論

(1
)

★
解

析
学

I(
1
)

キ
ャ

リ
ア

学
習

★
ス

タ
デ

ィ
ス

キ
ル

ズ
(2

)
★

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

I(
1
)

★
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
I(
1
)

★
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
II
(1

)
★

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

II
(1

)

専
門

共
通

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
A

(1
)

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
B

(1
)

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
C

(1
)

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
D

(1
)

★
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
論

(2
)

★
離

散
数

学
(2

)
★

計
算

モ
デ

ル
論

(2
)

★
集

合
と

位
相

(2
)

★
線

形
代

数
II
(2

)
★

統
計

学
(2

)

★
解

析
学

II
(2

)

★
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ス
テ

ム
序

論
(2

)
★

デ
ィ

ジ
タ

ル
回

路
(2

)
★

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
I(
2
)

★
オ

ペ
レ

ー
テ

ィ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
論

(2
)

★
プ

ロ
グ

ラ
ム

言
語

構
造

論
I(
2
)

★
プ

ロ
グ

ラ
ム

言
語

構
造

論
IＩ
(2

)

★
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
論

(2
)

★
情

報
シ

ス
テ

ム
基

礎
論

I(
2
)

★
情

報
シ

ス
テ

ム
基

礎
論

II
(2

)
（
大

学
院

早
期

履
修

科
目

）
（
大

学
院

早
期

履
修

科
目

）

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
設

計
学

(2
)

（
大

学
院

早
期

履
修

科
目

）
（
大

学
院

早
期

履
修

科
目

）

代
数

学
（
2
)

数
論

(2
)

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
情

報
学

総
論

(2
)

☆
メ

デ
ィ

ア
シ

ス
テ

ム
学

(2
)

☆
フ

ー
リ

エ
解

析
(2

)
☆

デ
ィ

ジ
タ

ル
信

号
処

理
(2

)
☆

コ
ー

ス
指

定
科

目
よ

り
6
単

位

☆
基

礎
(2

)
☆

数
値

計
算

の
理

論
と

実
際

(2
)

学
(2

)
学

習
(2

)

情
報

学
(2

)

ュ
ー

ン
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

(2
)

C
幾

何
学

(2
)

関
　

　
　

連
★

科
学

技
術

史
(2

)
発

論
(2

)
★

専
門

英
語

I(
2
)

専
門

英
語

II
(2

)
専

門
英

語
II
I(
2
)

研
　

　
　

究
デ

ー
タ

・
数

理
科

学
演

習
I(
2
)

デ
ー

タ
・
数

理
科

学
演

習
II
(2

)
★

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
A

(2
)

★
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

B
(2

)

★
卒

業
研

究
・
制

作
A

(4
)

★
卒

業
研

究
・
制

作
B

(4
)

基
盤

教
育

★
英

語
基

礎
演

習
Ⅰ

・
実

践
演

習
Ⅰ

★
英

語
基

礎
演

習
Ⅱ

・
実

践
演

習
Ⅱ

★
英

語
基

礎
演

習
Ⅲ

・
実

践
演

習
Ⅲ

★
英

語
基

礎
演

習
Ⅳ

・
実

践
演

習
Ⅳ

★
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

 

★
基

礎
教

養
入

門
Ⅰ

★
基

礎
教

養
入

門
II

教
養

科
目

×
3

教
養

科
目

×
3

★
大

学
で

学
ぶ

・
大

学
を

学
ぶ

体
育

実
技

教
養

科
目

（
地

域
・
国

際
）

教
養

科
目

（
地

域
・
国

際
）

専
　

　
　

門
必

修
9
 選

択
0

必
修

1
0
 選

択
0

必
修

1
6
 選

択
2

必
修

1
0
 選

択
6

必
修

7
 選

択
8

必
修

1
 選

択
1
2

必
修

6
 選

択
4

必
修

6
 選

択
0

基
盤

教
育

必
修

7
 選

択
6

必
修

3
 選

択
7

必
修

2
 選

択
2

必
修

2
 選

択
2

.

合
　

　
　

計
2
2
単

位
2
0
単

位
2
2
単

位
2
0
単

位
1

単
位

1
3
単

位
1
0
単

位
6
単

位
1
2
8
単

位

1
年

次
前

期
1
年

次
後

期
2
年

次
前

期
2
年

次
後

期
3
年

次
前

期
3
年

次
後

期
4
年

次
前

期
4
年

次
後

期

専
門

基
礎

★
線

形
代

数
I(
1
)

★
確

率
論

(1
)

★
解

析
学

I(
1
)

キ
ャ

リ
ア

学
習

★
ス

タ
デ

ィ
ス

キ
ル

ズ
(2

)
★

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

I(
1
)

★
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
I(
1
)

★
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
II
(1

)
★

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

II
(1

)

専
門

共
通

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
A

(1
)

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
B

(1
)

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
C

(1
)

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
D

(1
)

★
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
論

(2
)

★
離

散
数

学
(2

)
★

計
算

モ
デ

ル
論

(2
)

★
集

合
と

位
相

(2
)

★
線

形
代

数
II
(2

)
★

統
計

学
(2

)

★
解

析
学

II
(2

)

★
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ス
テ

ム
序

論
(2

)
★

デ
ィ

ジ
タ

ル
回

路
(2

)
★

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
I(
2
)

★
オ

ペ
レ

ー
テ

ィ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
論

(2
)

★
プ

ロ
グ

ラ
ム

言
語

構
造

論
I(
2
)

★
プ

ロ
グ

ラ
ム

言
語

構
造

論
IＩ
(2

)

★
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
論

(2
)

★
情

報
シ

ス
テ

ム
基

礎
論

I(
2
)

★
情

報
シ

ス
テ

ム
基

礎
論

II
(2

)
（
大

学
院

早
期

履
修

科
目

）
（
大

学
院

早
期

履
修

科
目

）

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
設

計
学

(2
)

（
大

学
院

早
期

履
修

科
目

）
（
大

学
院

早
期

履
修

科
目

）

数
論

(2
)

代
数

学
（
2
)

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
情

報
学

総
論

(2
)

☆
基

礎
(2

)
☆

統
計

解
析

Ｉ(
2
)

☆
統

計
解

析
ＩＩ
(2

)
☆

コ
ー

ス
指

定
科

目
よ

り
6
単

位

☆
メ

デ
ィ

ア
シ

ス
テ

ム
学

(2
)

☆
フ

ー
リ

エ
解

析
(2

)
☆

デ
ィ

ジ
タ

ル
信

号
処

理
(2

)

学
(2

)
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

ズ
・
リ

ー
チ

(2
)

C
幾

何
学

(2
)

ジ
ュ

ア
ル

情
報

処
理

学
(2

)

関
　

　
　

連
★

科
学

技
術

史
(2

)
★

専
門

英
語

I(
2
)

情
報

と
法

律
(2

)
用

理
学

(2
)

情
報

と
職

業
(2

)

研
　

　
　

究
デ

ー
タ

・
数

理
科

学
演

習
I(
2
)

デ
ー

タ
・
数

理
科

学
演

習
II
(2

)
★

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
A

(2
)

★
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

B
(2

)

★
卒

業
研

究
・
制

作
A

(4
)

★
卒

業
研

究
・
制

作
B

(4
)

基
盤

教
育

★
英

語
基

礎
演

習
Ⅰ

・
実

践
演

習
Ⅰ

★
英

語
基

礎
演

習
Ⅱ

・
実

践
演

習
Ⅱ

★
英

語
基

礎
演

習
Ⅲ

・
実

践
演

習
Ⅲ

★
英

語
基

礎
演

習
Ⅳ

・
実

践
演

習
Ⅳ

★
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

 

★
基

礎
教

養
入

門
Ⅰ

★
基

礎
教

養
入

門
II

教
養

科
目

×
3

教
養

科
目

×
3

★
大

学
で

学
ぶ

・
大

学
を

学
ぶ

体
育

実
技

教
養

科
目

（
地

域
・
国

際
）

教
養

科
目

（
地

域
・
国

際
）

専
　

　
　

門
必

修
9
 選

択
0

必
修

1
0
 選

択
0

必
修

1
6
 選

択
2

必
修

1
0
 選

択
6

必
修

7
 選

択
1
2

必
修

1
 選

択
1
0

必
修

6
 選

択
4

必
修

6
 選

択
0

基
盤

教
育

必
修

7
 選

択
6

必
修

3
 選

択
7

必
修

2
 選

択
2

必
修

2
 選

択
2

.

合
　

　
　

計
2
2
単

位
2
0
単

位
2
2
単

位
2
0
単

位
1
9
単

位
1
1
単

位
1
0
単

位
6
単

位
1
3
0
単

位

デ
デ

モ
デ

ル
修

目
目

デ
モ

デ
ル

修
目

目
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3
1
履

修
モ

デ
ル

1
年

次
前

期
1
年

次
後

期
2
年

次
前

期
2
年

次
後

期
3
年

次
前

期
3
年

次
後

期
4
年

次
前

期
4
年

次
後

期

専
門

基
礎

★
線

形
代

数
I(
1
)

★
確

率
論

(1
)

★
解

析
学

I(
1
)

キ
ャ

リ
ア

学
習

★
ス

タ
デ

ィ
ス

キ
ル

ズ
(2

)
★

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

I(
1
)

★
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
I(
1
)

★
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
II
(1

)
★

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

II
(1

)

専
門

共
通

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
A

(1
)

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
B

(1
)

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
C

(1
)

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
D

(1
)

★
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
論

(2
)

★
離

散
数

学
(2

)
★

計
算

モ
デ

ル
論

(2
)

★
集

合
と

位
相

(2
)

★
線

形
代

数
II
(2

)
★

統
計

学
(2

)

★
解

析
学

II
(2

)

★
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ス
テ

ム
序

論
(2

)
★

デ
ィ

ジ
タ

ル
回

路
(2

)
★

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
I(
2
)

★
オ

ペ
レ

ー
テ

ィ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
論

(2
)

★
プ

ロ
グ

ラ
ム

言
語

構
造

論
I(
2
)

★
プ

ロ
グ

ラ
ム

言
語

構
造

論
IＩ
(2

)

★
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
論

(2
)

★
情

報
シ

ス
テ

ム
基

礎
論

I(
2
)

★
情

報
シ

ス
テ

ム
基

礎
論

II
(2

)
（
大

学
院

早
期

履
修

科
目

）
（
大

学
院

早
期

履
修

科
目

）

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
設

計
学

(2
)

（
大

学
院

早
期

履
修

科
目

）
（
大

学
院

早
期

履
修

科
目

）

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

設
計

実
践

論
(2

)

フ
イ

ル
と

デ
ー

タ
ー

ス
(2

)
数

値
計

算
の

理
論

と
実

際
(2

)
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
学

(2
)

情
報

シ
ス

テ
ム

構
学

I(
2
)

情
報

シ
ス

テ
ム

構
学

II
(2

)
統

合
情

報
シ

ス
テ

ム
I(
2
)

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
情

報
学

総
論

(2
)

☆
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
実

践
論

(2
)

☆
分

散
シ

ス
テ

ム
論

(2
)

☆
分

散
シ

ス
テ

ム
実

践
論

(2
)

☆
コ

ー
ス

指
定

科
目

よ
り

6
単

位

情
報

環
境

論
(2

)

関
　

　
　

連
★

科
学

技
術

史
(2

)
★

専
門

英
語

I(
2
)

専
門

英
語

II
(2

)

情
報

と
法

律
(2

)
情

報
総

論
(2

)
情

報
と

職
業

(2
)

研
　

　
　

究
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
学

演
習

I(
2
)

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

学
演

習
II
(2

)
★

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
A

(2
)

★
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

B
(2

)

★
卒

業
研

究
・
制

作
A

(4
)

★
卒

業
研

究
・
制

作
B

(4
)

基
盤

教
育

★
英

語
基

礎
演

習
Ⅰ

・
実

践
演

習
Ⅰ

★
英

語
基

礎
演

習
Ⅱ

・
実

践
演

習
Ⅱ

★
英

語
基

礎
演

習
Ⅲ

・
実

践
演

習
Ⅲ

★
英

語
基

礎
演

習
Ⅳ

・
実

践
演

習
Ⅳ

★
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

 

★
基

礎
教

養
入

門
Ⅰ

★
基

礎
教

養
入

門
II

教
養

科
目

×
3

教
養

科
目

×
3

★
大

学
で

学
ぶ

・
大

学
を

学
ぶ

体
育

実
技

教
養

科
目

（
地

域
・
国

際
）

教
養

科
目

（
地

域
・
国

際
）

専
　

　
　

門
必

修
9
 選

択
0

必
修

1
0
 選

択
0

必
修

1
6
 選

択
2

必
修

1
0
 選

択
6

必
修

7
 選

択
1
0

必
修

1
 選

択
1
4

必
修

6
 選

択
2

必
修

6
 選

択
0

基
盤

教
育

必
修

7
 選

択
6

必
修

3
 選

択
7

必
修

2
 選

択
2

必
修

2
 選

択
2

.

合
　

　
　

計
2
2
単

位
2
0
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教育職員養成課程 

 

 １．教職教育センター 

 教職教育センターの概要 

岩手県立大学における教員養成は、建学の理念である「｢自然｣、｢科学｣、｢人間｣が調和した新たな時代を創

造することを願い、人間性豊かな社会の形成に寄与する、深い知性と豊かな感性を備え、高度な専門性を身に

つけた自律的な人間を育成する」ことを前提として行われています。この理念の下で、多角的な視点で教育現

実を考察する教育的思考を持ち、実践性の基礎となる教育の技術を備えた教員の養成を行うことを目的として

います。 

 これを実現するために、全学の教育職員養成課程（以下、教職課程）に関する企画、実施、評価および改善

等の全学的なマネジメントを行うための組織として教職教育センターを令和３年４月に設置しました。このセン

ターは、教職課程を有する学部・研究科の教職担当教員らから構成され、教育実習、介護等体験、学校参観、

研修等の企画、運営、自己点検・評価、改善等の他、教職課程履修者の指導、就職支援、教職課程及び教員

養成政策の動向等に係る調査研究に取り組みます。 

 

 取得できる免許の種類 

本学で取得することができる教育職員免許状（以下、教員免許）の種類は次表のとおりです。 

 

看護学部 ・高等学校教諭一種免許状（保健） 

・養護教諭一種免許状 

ソフトウェア情報学部 ・中学校教諭一種免許状（数学） 

・高等学校教諭一種免許状（数学） 

・高等学校教諭一種免許状（情報） 

 

いずれの学部においても、計画的に必要な科目の履修・単位取得をすることで、複数種類の免許状を取

得することができます。教育職員免許状は、大学が岩手県教育委員会に一括申請を行い、学位記授与式当

日に授与される見込みとなっています。 

さらに、本学大学院に進学し博士前期課程を修了すれば、看護学研究科の場合は「養護教諭専修免

許状」を、ソフトウェア情報学研究科の場合は「高等学校教諭専修免許状（情報）」をそれぞれ取得

できます。 
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教育 課程 

１．教 教育

 教職教育 ンターの概

 

 教育 教

教 教育

 

 で の

 

  

 

  

 

 

 

さらに、本学 学 に 学し博士前期課程を修 すれ 、 学研究科の場 は 教 免

許状 を、ソフトウェア情報学研究科の場 は 等 教 免許状 をそれ れ 得

できます。 
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 教職課程の科目 分

教 を 得するために履修す き科目は のよ に きく つに 分されています。

の科目は に履修す き年 に しています。教科 保 や数学 の教科 によ て

開 期や履修す き科目 ります。教科によ て修得す き科目や 得に 数に

ついては の各学部の教 課程の ー を参照してください。 

教育の基礎的理解に関す

る科目等

教科及び教科の指導法に関

する科目

免許法施行規則第66状の6の科目

 教育原理 発 と学  各学部専門科目  

保 科教育 ・  

数学科教育 、 

情報科教育 ・  

育実技、 科学  

情報 テ シー 本  

実践  
 

教 教育課程  

教育 学 教育  

指導    

 
教育実 ・  

教育実践   

 教科及び教科の指導 に する科目 には学部の 業 に まれている専門科目と 業 には

まれ い教 課程 の科目 りますので 分に した で履修計画を立ててください。 

 教職課程の 入生 イ ンス

 

 教職課程の履修

教 を 得するためには 教 課程に履修 する ります。 れにより 教育実 教

科目を履修・ 得する と できます。さらに 教 採用 のための 特 や 開

を ける と できるよ に ります。 

 教 課程に履修 する 期は 年 です。そのための きについては 教 門 イ ンス

の で詳しく します。 

． 教 課程

 教 養 の理

免許状の 免 免   

  教 養成の理   

本学部の目指す人材 として ている 人と数理・情報技術 した か 社会 の発 ・高

に する人材育成の一 として、数学 力を 、自身の専門 と を活かし、自 科学・

社会科学の を す数学の指導力を教育 の に して発 できる、高い と学識を つ教

を養成します。 

   養成したい人  

前 の理 を として、 のよ 教 を養成します。 

ア 解 学、 数学、 学、 、 計学 、コンピュータに する知識を修得し、基 から

用まで に数学教育を と できる教  

イ 数理・情報技術の分野に を 、人 や社会に及 す や を数学 観 から理解で

き、社会における数学の や を く とのできる教  

ウ 自 ・人 ・社会の 課題を、数学を用いて解決する を の活用によ て分り く教える

と できる教  

 様 学びや の から、自分の能力・適 を し、自 ・計画 ・ に自身の能力

を高め、 に数学教育を える教  

 理 を き、自らの見解を分り く し、 者の 見を踏まえて する と で

き、 しの 学びを育 と できる教  

 知 と 力を 、 え 発 し ける数学や情報の理 ・技術 に した専門

を自ら高めていく と できる教  

の理 や養成したい教 を実 するための教 養成の計画は、 のよ に数学と情報の専門

の を く 識した キュ ムによ て教 養成を ものです。 

  理 を実 するための教 養成の構  

年 には、学科の専門基 科目、専門 通科目により、 数学、 学、解 学、 、

計学 、コンピュータに する基 に えて、 学 通の基 教育科目 の から幅広い専門分野の

の知識・理 を学修し、データ テ シーや情報 活用技術を修得します。 

年 には、学科の 科目、 開科目、キ ア学 科目を通して、 数学、 学、解 学、

、 計学 、コンピュータのより発 で高 数理・データ イ ンス・ 科目

を学修するとともに、数理・情報技術と自 ・社会・人 との りを理解し、自身の適 や能

力を踏まえ、数学を指導する を ための基 を養います。 

４年 には、数学と情報をス イ ルに学 とを通して数学と情報の の理解を め、

学科の研究科目により、自ら 計画 に学修・研究を し、自身の知識と教育力を く。 のよ に、

専門教育と人 教育を一 した教育・研究を実 し、教 養成の理 を実 します。 

お、 れらの キュ ムは、 学 からの一人一 と ト ー 学

能、教育データ ース 能 、 教 ・画 能 のもとで実践され、 活用指

導力の を ります。 
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 教職課程の科目 分

教 を 得するために履修す き科目は のよ に きく つに 分されています。

の科目は に履修す き年 に しています。教科 保 や数学 の教科 によ て

開 期や履修す き科目 ります。教科によ て修得す き科目や 得に 数に

ついては の各学部の教 課程の ー を参照してください。 

教育の基礎的理解に関す

る科目等

教科及び教科の指導法に関

する科目

免許法施行規則第66状の6の科目

 教育原理 発 と学  各学部専門科目  

保 科教育 ・  

数学科教育 、 

情報科教育 ・  

育実技、 科学  

情報 テ シー 本  

実践  
 

教 教育課程  

教育 学 教育  

指導    

 
教育実 ・  

教育実践   

 教科及び教科の指導 に する科目 には学部の 業 に まれている専門科目と 業 には

まれ い教 課程 の科目 りますので 分に した で履修計画を立ててください。 

 教職課程の 入生 イ ンス

 

 教職課程の履修

教 を 得するためには 教 課程に履修 する ります。 れにより 教育実 教

科目を履修・ 得する と できます。さらに 教 採用 のための 特 や 開

を ける と できるよ に ります。 

 教 課程に履修 する 期は 年 です。そのための きについては 教 門 イ ンス

の で詳しく します。 

． 教 課程

 教 養 の理

免許状の 免 免   

  教 養成の理   

本学部の目指す人材 として ている 人と数理・情報技術 した か 社会 の発 ・高

に する人材育成の一 として、数学 力を 、自身の専門 と を活かし、自 科学・

社会科学の を す数学の指導力を教育 の に して発 できる、高い と学識を つ教

を養成します。 

   養成したい人  

前 の理 を として、 のよ 教 を養成します。 

ア 解 学、 数学、 学、 、 計学 、コンピュータに する知識を修得し、基 から

用まで に数学教育を と できる教  

イ 数理・情報技術の分野に を 、人 や社会に及 す や を数学 観 から理解で

き、社会における数学の や を く とのできる教  

ウ 自 ・人 ・社会の 課題を、数学を用いて解決する を の活用によ て分り く教える

と できる教  

 様 学びや の から、自分の能力・適 を し、自 ・計画 ・ に自身の能力

を高め、 に数学教育を える教  

 理 を き、自らの見解を分り く し、 者の 見を踏まえて する と で

き、 しの 学びを育 と できる教  

 知 と 力を 、 え 発 し ける数学や情報の理 ・技術 に した専門

を自ら高めていく と できる教  

の理 や養成したい教 を実 するための教 養成の計画は、 のよ に数学と情報の専門

の を く 識した キュ ムによ て教 養成を ものです。 

  理 を実 するための教 養成の構  

年 には、学科の専門基 科目、専門 通科目により、 数学、 学、解 学、 、

計学 、コンピュータに する基 に えて、 学 通の基 教育科目 の から幅広い専門分野の

の知識・理 を学修し、データ テ シーや情報 活用技術を修得します。 

年 には、学科の 科目、 開科目、キ ア学 科目を通して、 数学、 学、解 学、

、 計学 、コンピュータのより発 で高 数理・データ イ ンス・ 科目

を学修するとともに、数理・情報技術と自 ・社会・人 との りを理解し、自身の適 や能

力を踏まえ、数学を指導する を ための基 を養います。 

４年 には、数学と情報をス イ ルに学 とを通して数学と情報の の理解を め、

学科の研究科目により、自ら 計画 に学修・研究を し、自身の知識と教育力を く。 のよ に、

専門教育と人 教育を一 した教育・研究を実 し、教 養成の理 を実 します。 

お、 れらの キュ ムは、 学 からの一人一 と ト ー 学

能、教育データ ース 能 、 教 ・画 能 のもとで実践され、 活用指

導力の を ります。 
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また、教 養成の 程では、学部 修科目 ェ ト 、 ェ ト の

ェ ト 学 科目に参 する高 の高 との 年 の 業 同 の ン

イン授業も や、 高 を とした本学部 の 学 ー ミナー、ウインター

シ ン テー は ミン も 教育 の で、 高 の 指導を する 会を

設けている。 のよ に、 高 の 学び いや 活 の指導を さ ら教 養成を

います。 

免許状の 免   

  教 養成の理   

社会構 の に い、 様 ・ する様 問題の 解決 と り得る情報技術・シス

テム められている とを踏まえ、実学・実践の教育・研究を通して 人に しい情報 社会 の実

に できる人材の育成を理 としています。      

の理 のもと、自身の専門 と を活かし、情報技術・システムに する指導力を発 できる、

高い と学識を つ教 を養成します。  

  養成したい人   

前 の理 を として、 のよ 教 を養成します。  

ア 情報技術の分野に を 、人 や社会に及 す や を理解でき、教育者としての責任を

感じる と できる教   

イ 情報技術・システム の を え、問題を解決する を する と でき さらに、情報技

術の しい活用 を できる能力を し、情報教育に る教   

ウ 情報技術・システムに する幅広い知識とスキルを修得し、それを活用した解決 や仕組みに

する実践 指導力を発 できる教   

 自分の能力・適 を し、自 ・計画 ・ に学 ・研究を める と でき、学 者の

や を す と できる教   

  理 を実 するための教 養成の構   

 年 には、ソフトウェア情報学に する専門基 科目、専門 通科目により、幅広い専門分野の

の知識・技術を に して、情報技術・システムの知識とスキルを高めます。  

 年 には、 科目、 開科目、キ ア学 科目を通して、情報技術・システムと人 や社会

との りを理解し、自身の適 や能力を踏まえ、指導 を ための基 を養います。  

 年 には、研究科目により、自ら 計画 に学 ・研究を し、自身の知識とスキルを きま

す。 のよ に、専門教育と人 教育を一 した教育・研究を実 し、教 養成の理 を実 します。 

 必 な単位数

 

 

 

教科及び教科の指

導法に関する科目

教育の基礎的理解

に関する科目等

免許法施行規則

第66状の6の科目

    

    

    

 

採用実 を み、教科 数学 については 学 教 を に履修計画を立てる とを く

します。 

 教職課程 教

教 課程を履修するに た て 者は本学部の場 の教 教育 ンター 教 です。 

 

一  

 教職課程の履修 の

基 教育科目の履修 の 項 

育については 育実技と 科学の 修と ります。 れらの科目は履修制 科目です。

育実技については、 年前期から履修を し、履修 を みてください。 期に て めて

履修 を みる との いよ にして さい。 

専門科目の履修 の 項 

数 スで開 されている 修の専門科目の には、教 数学 を るために教 指 されて

いる場 ります。 、指 された教 の の スで履修してください。指 されて い教

の の スで履修し、 を一 得してしま た場 には、 学 教 一 数学 や高

学 教 一 数学 の は 得でき く ります。 の り しや、 り しはで

きま ので、 学 教 一 数学 や高 学 教 一 数学 の の 得を

目指す 能 しでも る場 には、指 された教 の を履修しておくよ にして さい。 
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また、教 養成の 程では、学部 修科目 ェ ト 、 ェ ト の

ェ ト 学 科目に参 する高 の高 との 年 の 業 同 の ン

イン授業も や、 高 を とした本学部 の 学 ー ミナー、ウインター

シ ン テー は ミン も 教育 の で、 高 の 指導を する 会を

設けている。 のよ に、 高 の 学び いや 活 の指導を さ ら教 養成を

います。 

免許状の 免   

  教 養成の理   

社会構 の に い、 様 ・ する様 問題の 解決 と り得る情報技術・シス

テム められている とを踏まえ、実学・実践の教育・研究を通して 人に しい情報 社会 の実

に できる人材の育成を理 としています。      

の理 のもと、自身の専門 と を活かし、情報技術・システムに する指導力を発 できる、

高い と学識を つ教 を養成します。  

  養成したい人   

前 の理 を として、 のよ 教 を養成します。  

ア 情報技術の分野に を 、人 や社会に及 す や を理解でき、教育者としての責任を

感じる と できる教   

イ 情報技術・システム の を え、問題を解決する を する と でき さらに、情報技

術の しい活用 を できる能力を し、情報教育に る教   

ウ 情報技術・システムに する幅広い知識とスキルを修得し、それを活用した解決 や仕組みに

する実践 指導力を発 できる教   

 自分の能力・適 を し、自 ・計画 ・ に学 ・研究を める と でき、学 者の

や を す と できる教   

  理 を実 するための教 養成の構   

 年 には、ソフトウェア情報学に する専門基 科目、専門 通科目により、幅広い専門分野の

の知識・技術を に して、情報技術・システムの知識とスキルを高めます。  

 年 には、 科目、 開科目、キ ア学 科目を通して、情報技術・システムと人 や社会

との りを理解し、自身の適 や能力を踏まえ、指導 を ための基 を養います。  

 年 には、研究科目により、自ら 計画 に学 ・研究を し、自身の知識とスキルを きま

す。 のよ に、専門教育と人 教育を一 した教育・研究を実 し、教 養成の理 を実 します。 

 必 な単位数

 

 

 

教科及び教科の指

導法に関する科目

教育の基礎的理解

に関する科目等

免許法施行規則

第66状の6の科目

    

    

    

 

採用実 を み、教科 数学 については 学 教 を に履修計画を立てる とを く

します。 

 教職課程 教

教 課程を履修するに た て 者は本学部の場 の教 教育 ンター 教 です。 

 

一  

 教職課程の履修 の

基 教育科目の履修 の 項 

育については 育実技と 科学の 修と ります。 れらの科目は履修制 科目です。

育実技については、 年前期から履修を し、履修 を みてください。 期に て めて

履修 を みる との いよ にして さい。 

専門科目の履修 の 項 

数 スで開 されている 修の専門科目の には、教 数学 を るために教 指 されて

いる場 ります。 、指 された教 の の スで履修してください。指 されて い教

の の スで履修し、 を一 得してしま た場 には、 学 教 一 数学 や高

学 教 一 数学 の は 得でき く ります。 の り しや、 り しはで

きま ので、 学 教 一 数学 や高 学 教 一 数学 の の 得を

目指す 能 しでも る場 には、指 された教 の を履修しておくよ にして さい。 
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３．教育

 

  

教育 期  

  

  

   

教育  
 

 

教育 修要  

 

 

  

 

．

 

 

 期  

  

  

  

  

 

  

 

 

 前  
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３．教育
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教育 修要  

 

 

  

 

．
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．教 課程 目

 中学校教 （数学）
法 行 定 科目 分

業科目の
単位数

    
法 行 定 科目 分

法定
単位数

必修 選択

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
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 高 学校教 （情報）
法 行 定 科目 分

業科目の
単位数

    
法 行 定 科目 分

法定
単位数

必修 選択

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

 

 

 

 
 

 

 
 

   

 
 
 

 

 
   

 
 

 
 
 

   
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

  

 
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

     
 

 

 
  

 

 

 
  

      
   

     

 

  
 

   
   

 

 

 
  

      
     

    

  

 
 

 
 
 

     
     

      

  
 
 

 
 

  

  

 
 
 
 

 
 
 
 

  

 
     

 
 

 

 高 学校教 （数学）
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業科目の
単位数

    
法 行 定 科目 分

法定
単位数

必修 選択
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及
び
教
科
の
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導
法
に
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る
科
目
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 高 学校教 （情報）
法 行 定 科目 分

業科目の
単位数

    
法 行 定 科目 分
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単位数
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目

 

 

 

 
 

 

 
 

   

 
 
 

 

 
   

 
 

 
 
 

   
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

  

 
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

     
 

 

 
  

 

 

 
  

      
   

     

 

  
 

   
   

 

 

 
  

      
     

    

  

 
 

 
 
 

     
     

      

  
 
 

 
 

  

  

 
 
 
 

 
 
 
 

  

 
     

 
 

 

　

 高 学校教 （数学）
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業科目の
単位数
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法定
単位数
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1
年

次
前

期
1
年

次
後

期
2
年

次
前

期
2
年

次
後

期
3
年

次
前

期
3
年

次
後

期
4
年

次
前

期
4
年

次
後

期

専
門

基
礎

★
線

形
代

数
I(
1
)◆

★
確

率
論

(1
)◆

★
解

析
学

I(
1
)◆

キ
ャ

リ
ア

学
習

★
ス

タ
デ

ィ
ス

キ
ル

ズ
(2

)
★

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

I(
1
)

★
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
I(
1
)

★
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
II(

1
)

★
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
II(

1
)

専
門

共
通

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
A

(1
)◆

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
B

(1
)◆

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
C

(1
)◆

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
D

(1
)◆

★
プ

ロ
グ

ラ
ム

言
語

構
造

論
I(
2
)

★
離

散
数

学
(2

)◆
★

計
算

モ
デ

ル
論

(2
)◆

★
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
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(2
)◆

★
プ

ロ
グ

ラ
ム

言
語

構
造

論
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(2

)

★
集

合
と

位
相

(2
)◆

★
線

形
代

数
II(

2
)◆

★
統

計
学
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)◆
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解

析
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2
)◆
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コ

ン
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ー

タ
シ
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テ

ム
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デ
ィ

ジ
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コ
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ピ
ュ

ー
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ア
ー

キ
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ペ
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ィ
ン
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テ

ム
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分
散

シ
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テ
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ミ
ュ

レ
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シ
ョ
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幾
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微
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ッ
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ワ
ー

ク
論
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情
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実
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)◇
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礎
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2
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ス
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2
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メ
デ

ィ
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)◇
（
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学
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早
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履
修

科
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（
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学
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早
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履
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科
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）

★
ソ

フ
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ウ
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ア
設

計
学
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ソ
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設
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実
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論
(2
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（
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学
院

早
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履
修

科
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（
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学
院

早
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履
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科
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微
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方
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式
(2

)◇
代

数
学

(2
)◆

代
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幾
何

学
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)◇

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
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報
学

総
論

(2
)

複
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関
数

論
(2

)◆
☆

フ
ー

リ
エ

解
析

(2
)◇

☆
デ

ィ
ジ

タ
ル

信
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処
理

(2
)◆

☆
メ

デ
ィ

ア
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ス
テ

ム
学

(2
)◆

☆
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計
解
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2
)◆
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と
実

際
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)◇
コ

ー
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指
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目

よ
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6
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関
　

　
　

連
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科
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史
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)
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律
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)◆
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門
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)
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)◆

研
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演

習
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2
)
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ー
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演

習
II(

2
)
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ミ
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(2

)
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)

★
卒
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研

究
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A

(4
)

★
卒
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B

(4
)

基
盤

教
育

★
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礎
演

習
Ⅰ

(1
)
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演

習
Ⅱ

(1
)

★
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礎
演

習
Ⅲ

(1
)

★
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演

習
Ⅳ

(1
)

★
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演

習
Ⅰ

(1
)

★
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演

習
Ⅱ

(1
)
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Ⅰ
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学
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2
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Ⅰ
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1
年

次
前

期
1
年

次
後

期
2
年

次
前

期
2
年

次
後

期
3
年

次
前

期
3
年

次
後

期
4
年

次
前

期
4
年

次
後

期

専
門

基
礎

★
線

形
代

数
I(
1
)◆

★
確

率
論

(1
)◆

★
解

析
学

I(
1
)◆

キ
ャ

リ
ア

学
習

★
ス

タ
デ

ィ
ス

キ
ル

ズ
(2

)
★

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

I(
1
)

★
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
I(
1
)

★
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
II(

1
)

★
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
II(

1
)

専
門

共
通

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
A

(1
)◆

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
B

(1
)◆

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
C

(1
)◆

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
演

習
D

(1
)◆

★
プ

ロ
グ

ラ
ム

言
語

構
造

論
I(
2
)

★
離

散
数

学
(2

)◆
★

計
算

モ
デ

ル
論

(2
)◆

★
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
論

(2
)◆

★
プ

ロ
グ

ラ
ム

言
語

構
造

論
IＩ
(2

)

★
集

合
と

位
相

(2
)◆

★
線

形
代

数
II(

2
)◆

★
統

計
学

(2
)◆

★
解

析
学

II(
2
)◆

★
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ス
テ

ム
序

論
(2

)◆
★

デ
ィ

ジ
タ

ル
回

路
(2

)
★

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
I(
2
)〇

★
オ

ペ
レ

ー
テ

ィ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
論

(2
)◆

分
散

シ
ス

テ
ム

論
(2

)◇
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
学

(2
)◇

幾
何

学
(2

)◆
微

分
幾

何
学

(2
)◆

★
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
論

(2
)◆

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

実
践

論
(2

)◆
情

報
環

境
論

(2
)◇

★
情

報
シ

ス
テ

ム
基

礎
論

I(
2
)◆

★
情

報
シ

ス
テ

ム
基

礎
論

II(
2
)◆

メ
デ

ィ
ア

論
(2

)◇
（
大

学
院

早
期

履
修

科
目
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（
大

学
院

早
期
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科
目

）

★
ソ

フ
ト
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ェ

ア
設

計
学

(2
)◆

ソ
フ

ト
ウ
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ア

設
計

実
践

論
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（
大

学
院

早
期

履
修

科
目

）
（
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学
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早
期

履
修

科
目

）

微
分

方
程

式
(2
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代

数
学

(2
)◆

代
数

幾
何

学
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)◇

★
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
情

報
学

総
論

(2
)

複
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関
数

論
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)◆
☆

フ
ー

リ
エ

解
析
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)◇

☆
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ィ
ジ

タ
ル
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処
理
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)◆

☆
メ

デ
ィ

ア
シ
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テ
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学
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)◆
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☆
数

値
計

算
の

理
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実
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)◇
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ー
ス
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目

よ
り

6
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位

関
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学
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術

史
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情

報
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法
律

(2
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専

門
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研
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学
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)
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)
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)
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)
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ぶ
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ぶ
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教



◆基本的な時間割の組み方◆

　手順①「基盤教育科目」の必修科目を入れます。

　手順②自分の学部の「専門科目」の必修科目を入れます。

　手順③空いているところに「専門科目」の選択科目を入れます。

　手順④さらに空いているところに「基盤教育科目」の選択科目を入れます。

　手順⑤単位数を合計し、「各学期に履修できる単位数の上限」を超えていないことを確認します。

 　１ 年生 前 期

2 2

1 2 2 2

2 2 1 1 2

1 1

1

24
単位

22
単位

※履修登録単位数の上限はＰ.46で確認してください。

手順②
解析学Ⅰ

（解析学Ⅱ）
線形代数Ⅰ

（線形代数Ⅱ）

英語基礎演習Ⅰ

手順①

手順②
大学で学ぶ・大学を学ぶ 社会学の世界

２時限
手順① 手順① 手順④ 手順④

基礎教養入門Ⅰ ソフトウェア演習Ａ スタディスキルズ

時間割を全て組み終えたら、履修登録をしましょう！

単位数の上限 合計単位数

≧

集中講義・
実習など

手順②

英語実践演習Ⅰ 情報リテラシー

科学技術史 コンピュータシステム序論

文学の世界 地域と情報

手順① 手順④ 手順① 手順②

１時限
手順②

３時限

４時限
手順②

５時限

履修登録下書き表【記入例】

月 火 水 木 金

　授業科目一覧表で自分の年次に開講される科目を確認し、時間割を見ながら次の手順に従って時
間割を埋めていきます。科目選択の際は、必ずシラバスに目を通し授業内容を確認してください。

　　　　※　数学プレイスメント・テストに合格し、先行履修科目を履修する場合の単位数の計上方法は以下のとおりです。
　　　　　　　専門基礎科目→登録単位数に含まれます。　先行履修科目→登録単位数に含まれません。
　　　　　　　例）解析学Ⅰに合格し解析学Ⅱを履修する→1単位として計上します

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。
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な時

　

　

　

　

　

１ 年生 期

2 2

1 2 2 2

2 2 1 1 2

1 1

1

24
単位

22
単位

解析学Ⅰ
（解析学Ⅱ）

線形代数Ⅰ
（線形代数Ⅱ）

英語基礎演習Ⅰ

大学で学ぶ・大学を学ぶ 社会学の世界

時限

基礎教養入門Ⅰ ソフトウェア演習Ａ スタディスキルズ

時 を 履修登録をしましょう

単位数 上限 合計単位数

≧

集中講義・
実習など

英語実践演習Ⅰ 情報リテラシー

科学技術史 コンピュータシステム序論

文学の世界 地域と情報

時限

時限

時限

時限

履修登録下書き表 入

月 火 水 木 金

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。
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ソフトウェア情報学部

 　 　　年生 　 　期

単位 単位

集中講義・
実習など

4時限

5時限

3時限

2時限

≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

 　 　　年生 　 　期

単位 単位

集中講義・
実習など

4時限

5時限

3時限

2時限

≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。
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 　 　　年生 　 　期

単位 単位

集中講義・
実習など

4時限

5時限

3時限

2時限

≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

 　 　　年生 　 　期

単位 単位

集中講義・
実習など

4時限

5時限

3時限

2時限

≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。
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ソフトウェア情報学部

 　 　　年生 　 　期

単位 単位

集中講義・
実習など

4時限

5時限

3時限

2時限

≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

 　 　　年生 　 　期

単位 単位

集中講義・
実習など

4時限

5時限

3時限

2時限

≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。
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 　 　　年生 　 　期

単位 単位

集中講義・
実習など

4時限

5時限

3時限

2時限

≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

 　 　　年生 　 　期

単位 単位

集中講義・
実習など

4時限

5時限

3時限

2時限

≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。
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ソフトウェア情報学部

 　 　　年生 　 　期

単位 単位

集中講義・
実習など

4時限

5時限

3時限

2時限

≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

 　 　　年生 　 　期

単位 単位

集中講義・
実習など

4時限

5時限

3時限

2時限

≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。
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 　 　　年生 　 　期

単位 単位

集中講義・
実習など

4時限

5時限

3時限

2時限

≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

 　 　　年生 　 　期

単位 単位

集中講義・
実習など

4時限

5時限

3時限

2時限

≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。



― 84 ―

ソフトウェア情報学部

 　 　　年生 　 　期

単位 単位

集中講義・
実習など

4時限

5時限

3時限

2時限

≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

 　 　　年生 　 　期

単位 単位

集中講義・
実習など

4時限

5時限

3時限

2時限

≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。
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 　 　　年生 　 　期

単位 単位

集中講義・
実習など

4時限

5時限

3時限

2時限

≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

 　 　　年生 　 　期

単位 単位

集中講義・
実習など

4時限

5時限

3時限

2時限

≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。





ソフトウェア情報学研究科





Ⅰ　ソフトウェア情報学

の概要



博士前期課程 

 

 １．概要 

 博士前期課程では、学部教育における基本原理の修得や基本原理適用の実践を踏まえて、授業

科目の履修、ゼミナール及び特別研究による研究指導を通じて、問題発見能力を修得するととも

に、問題解決能力を養います。 
 
 

 2. 履修モデル 

 ソフトウェア情報学研究科博士前期課程と同学部は 6 年一貫制を採用しており、そのため履修

モデルは、学部と同様にデータ・数理科学コース、コンピュータ工学コース、人工知能コース、

社会システムデザインコースの４コースで構成されています。 
 各コースの詳細については、学部の履修モデルの項を参照してください。 

 

 

 ３．教育研究目標 

 博士前期課程においては、情報技術・システムの幅広い知識とスキル及び自身の専門分野にお

ける知識を活かし、利用者の立場から情報技術・システムにおける問題・課題に適した仕組みを、

企画・設計・開発・保守・運用できる責任感と倫理観に裏付けられた高い学識を備えた人材の養

成を目指しています。 
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Ⅰ　ソフトウェア情報学 の概要

博士前期課程 

 １．概要 

 博士前期課程では、学部教育における基本原理の修得や基本原理適用の実践を踏まえて、授業

科目の履修、ゼミナール及び特別研究による研究指導を通じて、問題発見能力を修得するととも

に、問題解決能力を養います。

 2. 履修モデル 

 ソフトウェア情報学研究科博士前期課程と同学部は 6 年一貫制を採用しており、そのため履修

モデルは、学部と同様にデータ・数理科学コース、コンピュータ工学コース、人工知能コース、

社会システムデザインコースの４コースで構成されています。

 各コースの詳細については、学部の履修モデルの項を参照してください。

３．教育研究目標

 博士前期課程においては、情報技術・システムの幅広い知識とスキル及び自身の専門分野にお

ける知識を活かし、利用者の立場から情報技術・システムにおける問題・課題に適した仕組みを、

企画・設計・開発・保守・運用できる責任感と倫理観に裏付けられた高い学識を備えた人材の養

成を目指しています。
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ソフトウェア情報学

．デ

修 デ

ソフトウェア情報学研究科では、本学の 学の理 、教育の特 、教育研究 の目 を踏まえ、

自身の専門 を活かし、 に利用者の立場から情報技術・システムを企画・設計・開発・保守・運

用できる責任感と倫理観に裏付けられた高い学識を つ人材、そして 野で通用する

と 社会の にし やかに できる を備えた人材の育成を り、本学学 に

める修 を たした学 を、 に る 学 修 までに身につける き能力 を備え

たものとして、博士前期課程においては学 修士 ソフトウェア情報学 を授 します。

修  

 自身の適 や能力を に し、情報技術分野に する情 を て、 かつ計画

に学 ・研究を して り組 と できる。

 人 や社会に及 す様 や を し、技術者または研究者としての責任を感じ

る と できる。

 情報技術・システムにおける問題・課題に して、利用者の立場から、適 解決 を導

き し、問題・課題を解決する と できる。

 野に立 て、技術者・研究者の立場から、情報技術・システムの幅広い知識とス

キル、そして自身の専門分野における学識を修得し、様 問題・課題に適した仕組みを企

画・設計・開発・保守・運用する と できる。

 技術者・研究者の立場から、自身の見解を かりやすく できるとともに、 者の 見を

け れ、 理 を す と できる。

教育課程

ソフトウェア情報学研究科では、 人と情報技術 した か 社会 の実 に する人材

を育成するため、専門教育と人 教育を一 した実学・実践の教育・研究を実 します。博士

前期課程では、 野で通用する を備え、 様 ・ する様 問題の

解決 と り得る情報技術・システムを する能力を養 ために、 のよ で科目を

成しています。

 技術者または研究者としての を ために と る倫理観や コミュ ー

シ ン能力を養 ための科目を基 科目として します。

 ソフトウェア情報学研究科における幅広い専門分野の の知識・技術を に し

て情報技術・システムの知識とスキルを高めるとともに、自身の専門分野における学識を

さ 、 しい情報技術・システムを するための基 を養 科目を、専門科目として

します。

 情報技術・システムと人 や社会との りを理解し、自身の適 や能力を踏まえ、社会に

おける技術者または研究者としての を ために と る実践 スキルを修得す

るための科目を、実践科目として します。

 自ら 計画 に学 ・研究を し、自身の知識とスキルを き、 しい情報技術・システ

ムを する能力を身に付けるための科目を研究指導科目として します。研究指導科

目では、 数教 により 様 観に基 く 観 研究指導を実 し、 開の場で自身

の研究に する 理 を す能力や、 野で自身の見解を する能力

を養い、技術者・研究者と利用者の から様 問題・課題に適した解決 を導き す

能力を修得します。

 ．教育課程  

 

目  

 

 

 

 

 

目  
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Ⅰ　ソフトウェア情報学 の概要

．デ

修 デ

ソフトウェア情報学研究科では、本学の 学の理 、教育の特 、教育研究 の目 を踏まえ、

自身の専門 を活かし、 に利用者の立場から情報技術・システムを企画・設計・開発・保守・運

用できる責任感と倫理観に裏付けられた高い学識を つ人材、そして 野で通用する

と 社会の にし やかに できる を備えた人材の育成を り、本学学 に

める修 を たした学 を、 に る 学 修 までに身につける き能力 を備え

たものとして、博士前期課程においては学 修士 ソフトウェア情報学 を授 します。

修  

 自身の適 や能力を に し、情報技術分野に する情 を て、 かつ計画

に学 ・研究を して り組 と できる。

 人 や社会に及 す様 や を し、技術者または研究者としての責任を感じ

る と できる。

 情報技術・システムにおける問題・課題に して、利用者の立場から、適 解決 を導

き し、問題・課題を解決する と できる。

 野に立 て、技術者・研究者の立場から、情報技術・システムの幅広い知識とス

キル、そして自身の専門分野における学識を修得し、様 問題・課題に適した仕組みを企

画・設計・開発・保守・運用する と できる。

 技術者・研究者の立場から、自身の見解を かりやすく できるとともに、 者の 見を

け れ、 理 を す と できる。

教育課程

ソフトウェア情報学研究科では、 人と情報技術 した か 社会 の実 に する人材

を育成するため、専門教育と人 教育を一 した実学・実践の教育・研究を実 します。博士

前期課程では、 野で通用する を備え、 様 ・ する様 問題の

解決 と り得る情報技術・システムを する能力を養 ために、 のよ で科目を

成しています。

 技術者または研究者としての を ために と る倫理観や コミュ ー

シ ン能力を養 ための科目を基 科目として します。

 ソフトウェア情報学研究科における幅広い専門分野の の知識・技術を に し

て情報技術・システムの知識とスキルを高めるとともに、自身の専門分野における学識を

さ 、 しい情報技術・システムを するための基 を養 科目を、専門科目として

します。

 情報技術・システムと人 や社会との りを理解し、自身の適 や能力を踏まえ、社会に

おける技術者または研究者としての を ために と る実践 スキルを修得す

るための科目を、実践科目として します。

 自ら 計画 に学 ・研究を し、自身の知識とスキルを き、 しい情報技術・システ

ムを する能力を身に付けるための科目を研究指導科目として します。研究指導科

目では、 数教 により 様 観に基 く 観 研究指導を実 し、 開の場で自身

の研究に する 理 を す能力や、 野で自身の見解を する能力

を養い、技術者・研究者と利用者の から様 問題・課題に適した解決 を導き す

能力を修得します。

 ．教育課程  

 

目  

 

 

 

 

 

目  
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ソフトウェア情報学

目  
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目  

 

 

 

 

 

研究 目  

ル 

ル  

 

ル  
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 ．履修 研究  
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ソフトウェア情報学

研究  

 

 

 ．修 要  

 

 

   
  

    

     

     

     

  

    

履修コース に指 されている科目から 修

ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程 キュ ム・   

年  年  

・基 科目 と実践科目 により特 の専

門に ら い スキルを身に けると

ともに専門科目 により幅広い専門分野の

知識・技術の基 を に身に ける。

・研究指導科目 により自 の研究計画を

すると に、自 の研究の 付けを

立し研究 能力を 養する。

・専門科目 により幅広い専門分野の知識・

技術の 得を める。 

・研究指導科目 により自 の研究を

に すると に研究の成 や につ

いて 者とコミュ ーシ ンする能力を

養する。 

 
自身の適 や能力を
に し、情報技術

分野に する情 を
て、 かつ計画
に学 ・研究を

して り組 と で
きる。

ソフトウェア情報学ゼミナール ・ ソフトウェア情報学ゼミナール  

開ゼミナール 

ソフトウェア情報学研究 

 
人 や社会に及 す
様 や を
し、技術者または研

究者としての責任を感
じる と できる。

ー テ シ  

ソフトウェア情報学ゼミナール ・

ソフトウェア情報学ゼミナール  

ソフトウェア情報学研究 

 
情報技術・システムに
おける問題・課題に
して、利用者の立場か
ら、適 解決 を
導き し、問題・課題
を解決する と でき
る。

ソフトウェア実践 ェ ト

実践  

専門科目  

ソフトウェア情報学ゼミナール  

ソフトウェア情報学研究 

専門科目  

４ 
野に立 て、

技術者・研究者の立場か

ら、情報技術・システムの

幅広い知識とスキル、そ

して自身の専門分野にお

ける学識を修得し、様

問題・課題に適した仕

組みを企画・設計・開発・

保守・運用する と で

きる。 

イ ンスコミュ ーシ ン 

専門科目  

ソフトウェア情報学ゼミナール  

ソフトウェア情報学研究 

専門科目  

 
技術者・研究者の立場
から、自身の見解を
かりやすく できる
とともに、 者の 見
を け れ、 理

を す と で
きる。

ー テ シ ・  

ソフトウェア情報学ゼミナール ・

ソフトウェア情報学ゼミナール  

ソフトウェア情報学研究 

開ゼミナール 

デ ・

シー 

学年 

目  
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研究  

 

 

 ．修 要  

 

 

   
  

    

     

     

     

  

    

履修コース に指 されている科目から 修

ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程 キュ ム・   

年  年  

・基 科目 と実践科目 により特 の専

門に ら い スキルを身に けると

ともに専門科目 により幅広い専門分野の

知識・技術の基 を に身に ける。

・研究指導科目 により自 の研究計画を

すると に、自 の研究の 付けを

立し研究 能力を 養する。

・専門科目 により幅広い専門分野の知識・

技術の 得を める。 

・研究指導科目 により自 の研究を

に すると に研究の成 や につ

いて 者とコミュ ーシ ンする能力を

養する。 

 
自身の適 や能力を
に し、情報技術

分野に する情 を
て、 かつ計画
に学 ・研究を

して り組 と で
きる。

ソフトウェア情報学ゼミナール ・ ソフトウェア情報学ゼミナール  

開ゼミナール 

ソフトウェア情報学研究 

 
人 や社会に及 す
様 や を
し、技術者または研

究者としての責任を感
じる と できる。

ー テ シ  

ソフトウェア情報学ゼミナール ・

ソフトウェア情報学ゼミナール  

ソフトウェア情報学研究 

 
情報技術・システムに
おける問題・課題に
して、利用者の立場か
ら、適 解決 を
導き し、問題・課題
を解決する と でき
る。

ソフトウェア実践 ェ ト

実践  

専門科目  

ソフトウェア情報学ゼミナール  

ソフトウェア情報学研究 

専門科目  

４ 
野に立 て、

技術者・研究者の立場か

ら、情報技術・システムの

幅広い知識とスキル、そ

して自身の専門分野にお

ける学識を修得し、様

問題・課題に適した仕

組みを企画・設計・開発・

保守・運用する と で

きる。 

イ ンスコミュ ーシ ン 

専門科目  

ソフトウェア情報学ゼミナール  

ソフトウェア情報学研究 

専門科目  

 
技術者・研究者の立場
から、自身の見解を
かりやすく できる
とともに、 者の 見
を け れ、 理

を す と で
きる。

ー テ シ ・  

ソフトウェア情報学ゼミナール ・

ソフトウェア情報学ゼミナール  

ソフトウェア情報学研究 

開ゼミナール 

デ ・

シー 

学年 

目  





　ソフトウェア情報学

の概要



博士後期課程 

 

 １．概要 

 博士後期課程では、博士前期課程における問題発見能力の修得や現状の問題解決の実践を踏ま

え、実学実践の方式による「特別ゼミナール」、「特別公開ゼミナール」及び「ソフトウェア情報

学特別研究」による研究指導を通じ、実践を背景とした原理への問題提起及び新原理の探求を行

います。 
 
 

 

 ２．教育研究目標 

 博士後期課程においては、博士前期課程の教育と研究のレベルをさらに高め、現代社会におけ

る課題を正しく理解した上で、国際的にも価値のある情報技術・システムを創造することのでき

る独創性と、人と情報技術が調和した豊かな社会の実現のために、世の中の急激な変化にしなや

かに対応できる柔軟性を備えた技術者・研究者人材の養成を目指しています。 
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博士 期課程 

 １．概要 

 博士 期課程では、博士前期課程における問題発見能力の修得や の問題解決の実践を踏ま

え、実学実践の による 特別ゼミナール 、 特別 開ゼミナール 及び ソフトウェア情報

学特別研究 による研究指導を通じ、実践を とした原理 の問題 及び 原理の を

います。

 ．教育研究目標 

 博士 期課程においては、博士前期課程の教育と研究の ルをさらに高め、 社会におけ

る課題を しく理解した で、 にも の る情報技術・システムを する とのでき

る と、人と情報技術 した か 社会の実 のために、 の の にし や

かに できる を備えた技術者・研究者人材の養成を目指しています。

  

博士 期課程 

 １．概要 

 博士 期課程では、博士前期課程における問題発見能力の修得や の問題解決の実践を踏ま

え、実学実践の による 特別ゼミナール 、 特別 開ゼミナール 及び ソフトウェア情報

学特別研究 による研究指導を通じ、実践を とした原理 の問題 及び 原理の を

います。

 ．教育研究目標 

 博士 期課程においては、博士前期課程の教育と研究の ルをさらに高め、 社会におけ

る課題を しく理解した で、 にも の る情報技術・システムを する とのでき

る と、人と情報技術 した か 社会の実 のために、 の の にし や

かに できる を備えた技術者・研究者人材の養成を目指しています。
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ソフトウェア情報学

 ３．デ  

修 デ

 

修  

 自身の適 や能力を に し、情報技術分野に する情 を て、 かつ計画

に学 ・研究を して り組 と できる。

 人 や社会に及 す様 や を し、技術者または研究者としての責任を感じ

る と できる。

 情報技術・システムにおける問題・課題に して、利用者の立場から適 解決 を導き

し、問題・課題を解決する と できる。

 野に立 て、情報技術・システムの幅広い知識とスキル、そして自身の専門分野

における学識を修得し、様 問題・課題に適した仕組みを企画・設計・開発・保守・運用

する と できる。

 技術者・研究者の立場から、自身の見解を かりやすく できるとともに、 者の 見を

け れ、 理 を す と できる。

6  の情報技術・システムに して、本 問題・課題を するとともに、 にも

の る しい情報技術・システムを する と できる。

 社会における情報技術分野の課題や目指す き目 を しく理解するとともに、人と

情報技術 した社会の実 に できる。

教育課程

 

 

 情報技術・システムと人 や社会との りを理解し、自身の適 や能力を踏まえ、社会に

おける技術者または研究者としての を ために と る実践 スキルを修得す

るための科目を、実践科目として します。

 自ら 計画 に学 ・研究を し、自身の知識とスキルを き、 しい情報技術・システ

ムを する能力を身に付けるための科目を研究指導科目として します。研究指導科

目では、 数教 により 様 観に基 く 観 研究指導を実 し、 開の場で自身

の研究に する 理 を す能力や、 野で自身の見解を する能力

を養い、技術者・研究者と利用者の から様 問題・課題に適した解決 を導き す

能力を修得します。

 ．教育課程  

 

 

 

 

 

 

 

ル  

 

 

ル  
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　ソフトウェア情報学 の概要

 ３．デ  

修 デ

 

修  

 自身の適 や能力を に し、情報技術分野に する情 を て、 かつ計画

に学 ・研究を して り組 と できる。

 人 や社会に及 す様 や を し、技術者または研究者としての責任を感じ

る と できる。

 情報技術・システムにおける問題・課題に して、利用者の立場から適 解決 を導き

し、問題・課題を解決する と できる。

 野に立 て、情報技術・システムの幅広い知識とスキル、そして自身の専門分野

における学識を修得し、様 問題・課題に適した仕組みを企画・設計・開発・保守・運用

する と できる。

 技術者・研究者の立場から、自身の見解を かりやすく できるとともに、 者の 見を

け れ、 理 を す と できる。

6  の情報技術・システムに して、本 問題・課題を するとともに、 にも

の る しい情報技術・システムを する と できる。

 社会における情報技術分野の課題や目指す き目 を しく理解するとともに、人と

情報技術 した社会の実 に できる。

教育課程

 

 

 情報技術・システムと人 や社会との りを理解し、自身の適 や能力を踏まえ、社会に

おける技術者または研究者としての を ために と る実践 スキルを修得す

るための科目を、実践科目として します。

 自ら 計画 に学 ・研究を し、自身の知識とスキルを き、 しい情報技術・システ

ムを する能力を身に付けるための科目を研究指導科目として します。研究指導科

目では、 数教 により 様 観に基 く 観 研究指導を実 し、 開の場で自身

の研究に する 理 を す能力や、 野で自身の見解を する能力

を養い、技術者・研究者と利用者の から様 問題・課題に適した解決 を導き す

能力を修得します。

 ．教育課程  

 

 

 

 

 

 

 

ル  

 

 

ル  
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ソフトウェア情報学

研究  

 

 

 ．研究  

 

 

 

 

 

 ．修 要  

 

 

   
  

    

     

  

    

ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程 キュ ム・  

年  年  年  
・実践科目 により特 の専
門に ら い スキルを
身に ける。        
・研究指導科目 により自 の
研究計画を すると に、
自 の研究の 付けを 立し
研究 能力を 養する。

・研究指導科目 により自
の研究を に し適

理を と に研究
の 成 を適 にまと
め ると同 に 者とコミ
ュ ーシ ンをとる能力を
養する。

・研究指導科目 により自
の研究を に し 成
さ ると に研究の成 を適
にまとめ ると同 に自
の研究の成 や につい

て 者とコミュ ーシ ン
をとる能力を 養する。

 
自身の適 や能力を

に し、情報技術分
野に する情 を
て、 かつ計画 に
学 ・研究を して
り組 と できる。 

   

 
人 や社会に及 す
様 や を

し、技術者または研究
者としての責任を感じ
る と できる。 

   

 
情報技術・システムにお
ける問題・課題に し
て、利用者の立場から適

解決 を導き
し、問題・課題を解決す
る と できる。 

   

４ 

 

   

 

 

   

 
の情報技術・システ

ムに して、本 問
題・課題を するとと
もに、 にも の

る しい情報技術・シ
ステムを する と

できる。 

   

 
社会における情報

技術分野の課題や目指
す き目 を しく理
解するとともに、人と情
報技術 した社会
の実 に できる。 

   

デ ・

シー 

学年 

目  

特別ゼミナール ソフトウェア情報学特別研究 

特別ゼミナール ソフトウェア情報学特別研究 

特別ゼミナール ソフトウェア情報学特別研究 

特別ゼミナール ソフトウェア情報学特別研究 

特別ゼミナール ソフトウェア情報学特別研究 

特別ゼミナール ソフトウェア情報学特別研究 

特別 開ゼミナール

ソフトウェア 
実践特別  

ェ ト 
実践特別  

特別 開ゼミナール

特別ゼミナール ソフトウェア情報学特別研究 

特別 開ゼミナール

特別 開ゼミナール

ソフトウェア 
実践特別  

ェ ト 
実践特別  
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　ソフトウェア情報学 の概要

研究  

 

 

 ．研究  

 

 

 

 

 

 ．修 要  

 

 

   
  

    

     

  

    

ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程 キュ ム・  

年  年  年  
・実践科目 により特 の専
門に ら い スキルを
身に ける。        
・研究指導科目 により自 の
研究計画を すると に、
自 の研究の 付けを 立し
研究 能力を 養する。

・研究指導科目 により自
の研究を に し適

理を と に研究
の 成 を適 にまと
め ると同 に 者とコミ
ュ ーシ ンをとる能力を
養する。

・研究指導科目 により自
の研究を に し 成
さ ると に研究の成 を適
にまとめ ると同 に自
の研究の成 や につい

て 者とコミュ ーシ ン
をとる能力を 養する。

 
自身の適 や能力を

に し、情報技術分
野に する情 を
て、 かつ計画 に
学 ・研究を して
り組 と できる。 

   

 
人 や社会に及 す
様 や を

し、技術者または研究
者としての責任を感じ
る と できる。 

   

 
情報技術・システムにお
ける問題・課題に し
て、利用者の立場から適

解決 を導き
し、問題・課題を解決す
る と できる。 

   

４ 

 

   

 

 

   

 
の情報技術・システ

ムに して、本 問
題・課題を するとと
もに、 にも の

る しい情報技術・シ
ステムを する と

できる。 

   

 
社会における情報

技術分野の課題や目指
す き目 を しく理
解するとともに、人と情
報技術 した社会
の実 に できる。 

   

デ ・

シー 

学年 

目  

特別ゼミナール ソフトウェア情報学特別研究 

特別ゼミナール ソフトウェア情報学特別研究 

特別ゼミナール ソフトウェア情報学特別研究 

特別ゼミナール ソフトウェア情報学特別研究 

特別ゼミナール ソフトウェア情報学特別研究 

特別ゼミナール ソフトウェア情報学特別研究 

特別 開ゼミナール

ソフトウェア 
実践特別  

ェ ト 
実践特別  

特別 開ゼミナール

特別ゼミナール ソフトウェア情報学特別研究 

特別 開ゼミナール

特別 開ゼミナール

ソフトウェア 
実践特別  

ェ ト 
実践特別  
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ソフトウェア情報学

  業  科  目  の     講時期
ク ーター 単位数 A

 
修  

1 2 3 4 必 修 選 択 自 由 

専門科目 

（集中） 

ラー ング・アナリティクス特論 

離散システムシミュレーション特論 

学習と の 用特論 

時 モデリングと 特論 

1 前(集中)

1 前(集中)

1 前(集中)

1 前(集中)

 

1 

1 

1 

 

 

 

 

実 践 

科 目 

ソフトウェア実践演習 

プロジェクト実践演習 

前・後

前・後

     

 

研  究 

指  導 

科  目 

ゼミナール 

ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ 

ソフトウェア情報学ゼミナールⅡ 

ソフトウェア情報学ゼミナールⅢ 

ソフトウェア情報学研究 

前・後

前・後

前・後

前・後

     

 

 

 

 

  

  ソフトウェア情報学研究科 

   ソフトウェア情報学専   後期課程 

          

実践科目 2 単

位と 研究指導科

目 12 単位を修

と共

論 の

修 合

と  

実 践 

科 目 

ソフトウェア実践特別演習 

プロジェクト実践特別演習 

前・後

前・後

    2 

2 

研  究 

指  導 

科  目 

特別 ゼミナール I 

特別 ゼミナール II 

特別ゼミナール 

ソフトウェア情報学特別研究 

前・後

前・後

    1 

1 

2 

8 

  

１ 目

  業  科  目  の     講時期
ク ーター 単位数 A

 
修  

1 2 3 4 必 修 選 択 自 由 

 ソフトウェア情報学研究科 

   ソフトウェア情報学専   前期課程 

         修  30 単位

 

基盤科目 4 単位

専門科目 10 単位

実践科目

単位 研究指

導科目 単位を

修 修

論 の

修 合

と 

リ ーチ

リテラシ A と B の

方を修 単

位と と で

な リ

ーチリテラシ B を

履修

別 定 英

語の 合

とを と

 

専門科目

コース 指定

科目 単

位を修 必

 

データ・数理科学

コース 

数論アルゴリズム

特論 

統計解析特論 

コンピュータ 学

コース 

ネットワークシス

テム特論 

高 処理特論

コース 

学特論 

情報処理特論 

システムデザ

インコース 

情報システム特論

システムデザイン

特論 

基盤科目 

リ ーチリテラシ A 

リ ーチリテラシ B 

イエンスコミュ ーション 

前 集中

前

後

 

 

 

   

 

 

数論アルゴリズム特論 

統計解析特論 

プログラム言語特論 

数学特論 

代数学基礎特論 

分散データ処理特論 

数理 特論 

計算 学特論 

生体情報学特論 

高次 データ解析特論 

数理理論学特論 

数理特論 

ネットワークシステム特論 

高 処理特論 

情報ネットワーク特論 

イ ー キュリティ特論 

計 システム特論 

ン ネットワーク特論 

ンシング特論 

的設計特論 

自律分散システム特論 

行論理プログラミング特論 

モ イル通信ネットワーク特論 

ローン特論 

号・情報 史特論 

学特論 

情報処理特論 

ソフトコンピューティング特論 

学特論 

情報処理特論 

自 言語処理特論 

システム 発特論 

コンピュータグラフィックス特論 

CI・ ンシング特論 

情報特論 

ロ ティックス特論 

システム特論 

情報システム特論 

システムデザイン特論 

情報システム 特論 

イ ーション特論 

デザイン特論 

ルチ ーザインタラクション特論 

システム分析特論 

情報環境デザイン特論 

情報システム 特論 

コンピュータグラフィックス 用特論 

学習環境デザイン特論 

業情報システム特論 

情報 理特論 

語特論 

1 前

1 前

1 前

1 前

1 後

1 後

1 後

1 後

1 後

1 後

1 後

1 後

1 前

1 前

1 前

1 前

1 前

1 後

1 後

1 後

1 後

1 後

1 後

1 後

1 後

1 前

1 前

1 前

1 前

1 後

1 後

1 後

1 後

1 後

1 後

1 後

1 後

1 前

1 前

1 前

1 前

1 前

1 前

1 後

1 後

1 後

1 後

1 後

1 後

1 後

1 後

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 
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  業  科  目  の     講時期
ク ーター 単位数 A

 
修  

1 2 3 4 必 修 選 択 自 由 

専門科目 

（集中） 

ラー ング・アナリティクス特論 

離散システムシミュレーション特論 

学習と の 用特論 

時 モデリングと 特論 

1 前(集中)

1 前(集中)

1 前(集中)

1 前(集中)

 

1 

1 

1 

 

 

 

 

実 践 

科 目 

ソフトウェア実践演習 

プロジェクト実践演習 

前・後

前・後

     

 

研  究 

指  導 

科  目 

ゼミナール 

ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ 

ソフトウェア情報学ゼミナールⅡ 

ソフトウェア情報学ゼミナールⅢ 

ソフトウェア情報学研究 

前・後

前・後

前・後

前・後

     

 

 

 

 

  

  ソフトウェア情報学研究科 

   ソフトウェア情報学専   後期課程 

          

実践科目 2 単

位と 研究指導科

目 12 単位を修

と共

論 の

修 合

と  

実 践 

科 目 

ソフトウェア実践特別演習 

プロジェクト実践特別演習 

前・後

前・後

    2 

2 

研  究 

指  導 

科  目 

特別 ゼミナール I 

特別 ゼミナール II 

特別ゼミナール 

ソフトウェア情報学特別研究 

前・後

前・後

    1 

1 

2 

8 

  

１ 目
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ソフトウェア情報学

 研究 教育研究

 

教 教 育 研 究 の キ ワ

ー

ー

教 数理科学 ソフトウェア 学 プログラミング言語 

教
情報 ・分散処理 ン ーネットワーク データ イ ング ッグデータの

活用 

教 大 数理統計 リスク分析 本リスク ネジメント 

教 本 数理情報 本リスク ネジメント 学 リスク分析 

教 健 数理情報 ソフトウェア オペレーティングシステム 情報理論 

教 英 数理情報 ウェ 情報学 ン ーネットワーク ッグデータの 活用 

教 学習 自 言語処理 

教 高 情報 キュリティ 情報理論 数理情報 

教 健 学 オペレーションズリ ーチ 情報 情報システム 

教 史 教育 学 科学教育 数学教育 数学 教育 

講
シミュレーション 学 連 数値 体 学 デジタル イン イオメ クス

・分散処理 

講 定支援 数理理論 

教
連 シミュレーション 学 生体情報 ライ ングシミュレータ ュー ン シン 

システム モ リティ情報 

ー

ー

教 システム ロ ティクス 

講
ュー ンコンピュータインタラクション 教育 学 教 学習支援システム コンピュータ

ジョン メディア処理 

教 信
ン ーネットワーク システム コンピュータネットワーク ネットワークプロトコ

ル 

教 大 システム ウェアラ ル ネットワークプロトコル 

教
インターネット コンピュータネットワーク ュー ンコンピュータインタラクション  

モ イルネットワーク 

講
情報 ン ーネットワーク ウェ 情報学・ ー ス情報学 オー レイネットワー

ク コンピュータネットワーク 地理情報システム ネットワークプロトコル 

教
・分散処理 オペレーティングシステム 情報処理 システム コンピュー

タグラフィックス ロ ティクス 

講 オペレーティングシステム システム ソフトウェア科学 ・分散処理 

教
情報 情報処理 情報 データ ース システム 行動環境

ン ーネットワーク 情報処理 ロ ティクス 

教 情報 キュリティ オー レイネットワーク 情報システム ン ーネットワーク 

教 本
コンピュータネットワーク オー レイネットワーク ネットワークプロトコル ・分散処

理 

教
B B

B
情報 キュリティ ネットワークプロトコル モ イルネットワーク 

教 自 言語処理 ースシステム 情報処理 
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ー

教 情報 自 言語処理 ターン  

教
情報 情報処理 情報処理 コンピュータグラフィックス コンピュータ 

ジョン メディア処理 

教 理 自 言語処理 情報 ースシステム ターン  

教 徳 学習 コンピュータグラフィックス 

教 メディア処理 情報処理 情報処理 

教
行動環境 データ ース コンピュータ ジョン メディア処理  

ターン  

教 D ウェ 情報学・ ー ス情報学 情報処理 自 言語処理 ターン  

教 ロ ティクス 情報処理 ュー ンコンピュータインタラクション 

教 D A.
情報処理 メディア処理 コンピュータ ジョン 情報処理 地理情報システ

ム ュー ンコンピュータインタラクション 

教 原 自 言語処理 学習 情報  

教 間 学習 行動環境 コンピュータ ジョン 情報処理 ターン  

ー

教 情報システム 地域情報 情報 地理情報システム 

教 教育 学  ラー ング 教 学習支援システム 情報システム 

教 学 情報システム 地域情報 情報 

教 方 ースシステム 自 言語処理 システム 

講 代
ュー ンコンピュータインタラクション 情報 キュリティ 情報デザイン スキル イエン

ス 

講 究 ュー ンコンピュータインタラクション 教育 学 教 学習支援システム 

講 情報システム 情報 地域情報  

教 実 情報デザイン ュー ンコンピュータインタラクション 

講 大 情報 キュリティ ュー ンコンピュータインタラクション 

教 ウェ 情報学・ ー ス情報学 情報 

教
学習 ン ーネットワーク ウェアラ ル ウェ 情報学・ ー ス情報学  

学 情報 システム 地域情報  

教
スキル イエンス ュー ンコンピュータインタラクション 情報 教育 学  

コンピュータグラフィックス 

講 情報システム 学習 教育 学 地理情報システム リスク分析 

 研究 教育研究

 

教 教 育 研 究 の キ ワ

ー

ー

教 数理科学 ソフトウェア 学 プログラミング言語 

教
情報 ・分散処理 ン ーネットワーク データ イ ング ッグデータの

活用 

教 大 数理統計 リスク分析 本リスク ネジメント 

教 本 数理情報 本リスク ネジメント 学 リスク分析 

教 健 数理情報 ソフトウェア オペレーティングシステム 情報理論 

教 英 数理情報 ウェ 情報学 ン ーネットワーク ッグデータの 活用 

教 学習 自 言語処理 

教 高 情報 キュリティ 情報理論 数理情報 

教 健 学 オペレーションズリ ーチ 情報 情報システム 

教 史 教育 学 科学教育 数学教育 数学 教育 

講
シミュレーション 学 連 数値 体 学 デジタル イン イオメ クス

・分散処理 

講 定支援 数理理論 

教
連 シミュレーション 学 生体情報 ライ ングシミュレータ ュー ン シン 

システム モ リティ情報 

ー

ー

教 システム ロ ティクス 

講
ュー ンコンピュータインタラクション 教育 学 教 学習支援システム コンピュータ

ジョン メディア処理 

教 信
ン ーネットワーク システム コンピュータネットワーク ネットワークプロトコ

ル 

教 大 システム ウェアラ ル ネットワークプロトコル 

教
インターネット コンピュータネットワーク ュー ンコンピュータインタラクション  

モ イルネットワーク 

講
情報 ン ーネットワーク ウェ 情報学・ ー ス情報学 オー レイネットワー

ク コンピュータネットワーク 地理情報システム ネットワークプロトコル 

教
・分散処理 オペレーティングシステム 情報処理 システム コンピュー

タグラフィックス ロ ティクス 

講 オペレーティングシステム システム ソフトウェア科学 ・分散処理 

教
情報 情報処理 情報 データ ース システム 行動環境

ン ーネットワーク 情報処理 ロ ティクス 

教 情報 キュリティ オー レイネットワーク 情報システム ン ーネットワーク 

教 本
コンピュータネットワーク オー レイネットワーク ネットワークプロトコル ・分散処

理 

教
B B

B
情報 キュリティ ネットワークプロトコル モ イルネットワーク 

教 自 言語処理 ースシステム 情報処理 
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３ 履修モデル
（コンピュータ 学コース・モデル共通）

履修モデル 業科目の  履修年次 
単位数 

     
必修 選択 

共通 
リ ーチリテラシ A 
リ ーチリテラシ B 

イエンスコミュ ーション 
ソフトウェア実践演習 
プロジェクト実践演習 

ゼミナール 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅡ 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅢ 
ソフトウェア情報学研究 

前 集中
前
後

前・後
前・後
前・後
前・後
後・前
前・後

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

（コンピュータ 学コース・専門科目）

履修モデル 業科目の  履修年次 
単位数 

     
必修 選択 

ネットワークシス
テム 

ネットワークシステム特論 
高 処理特論 
情報ネットワーク特論 

イ ー キュリティ特論 
計 システム特論 
離散システムシミュレーション特論 

ン ネットワーク特論 
分散データ処理特論  
モ イル通信ネットワーク特論 

行論理プログラミング特論 
統計解析特論  

学特論  

前
前
前
前
前

前（集中）
後
後
後
後
前
前

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

システム 
ネットワークシステム特論 
高 処理特論 
計 システム特論 
離散システムシミュレーション特論 

ンシング特論 
的設計特論 

自律分散システム特論 
ン ネットワーク特論 

情報処理特論  
ローン特論 
行論理プログラミング特論 

ロ ティックス特論
コンピュータグラフィックス特論  

前
前
前

前（集中）
後
後
後
後
後
後
後
後
後

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 
 
 

キュリティシス
テム 

ネットワークシステム特論 
高 処理特論 

イ ー キュリティ特論 
離散システムシミュレーション特論 

ン ネットワーク特論 
分散データ処理特論  
モ イル通信ネットワーク特論 

号・情報 史特論 
数理特論  

数論アルゴリズム特論  

統計解析特論  
学特論  

前
前
前

前（集中）
後
後
後
後
後
前
前
前

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コースの専門科目で 履修 指導教 相談の と

  

３ 履修モデル

（データ・数理科学コース・モデル共通）

履修モデル 業科目の  履修年次
単位数 

     
必修 選択 

共通 
リ ーチリテラシ A 
リ ーチリテラシ B 

イエンスコミュ ーション 
ソフトウェア実践演習 
プロジェクト実践演習 

ゼミナール 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅡ 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅢ 
ソフトウェア情報学研究 

前 集中
前
後

前・後
前・後
前・後
前・後
後・前
前・後

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

（データ・数理科学コース・専門科目）

履修モデル 業科目の  履修年次
単位数 

     
必修 選択 

情報数理科学 
数論アルゴリズム特論 
統計解析特論 
プログラム言語特論 

数学特論 
ソフトコンピューティング特論  

ルチ ーザインタラクション特論  
離散システムシミュレーション特論 

代数学基礎特論 
分散データ処理特論 
数理 特論 
計算 学特論 

システム分析特論  
数理理論学特論 

数理特論 
高次 データ解析特論 

前
前
前
前
前
前

前（集中）
後
後
後
後
後
後
後
後

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 
 
 

1 

データ イエンス 
数論アルゴリズム特論 
統計解析特論 
プログラム言語特論 

数学特論 
学特論  

ソフトコンピューティング特論  
離散システムシミュレーション特論 

代数学基礎特論 
分散データ処理特論 
数理 特論 
生体情報学特論 
数理理論学特論 

数理特論 
高次 データ解析特論 

前
前
前
前
前
前

前（集中）
後
後
後
後
後
後
後

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コースの専門科目で 履修 指導教 相談の と
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３ 履修モデル
（コンピュータ 学コース・モデル共通）

履修モデル 業科目の  履修年次 
単位数 

     
必修 選択 

共通 
リ ーチリテラシ A 
リ ーチリテラシ B 

イエンスコミュ ーション 
ソフトウェア実践演習 
プロジェクト実践演習 

ゼミナール 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅡ 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅢ 
ソフトウェア情報学研究 

前 集中
前
後

前・後
前・後
前・後
前・後
後・前
前・後

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

（コンピュータ 学コース・専門科目）

履修モデル 業科目の  履修年次 
単位数 

     
必修 選択 

ネットワークシス
テム 

ネットワークシステム特論 
高 処理特論 
情報ネットワーク特論 

イ ー キュリティ特論 
計 システム特論 
離散システムシミュレーション特論 

ン ネットワーク特論 
分散データ処理特論  
モ イル通信ネットワーク特論 

行論理プログラミング特論 
統計解析特論  

学特論  

前
前
前
前
前

前（集中）
後
後
後
後
前
前

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

システム 
ネットワークシステム特論 
高 処理特論 
計 システム特論 
離散システムシミュレーション特論 

ンシング特論 
的設計特論 

自律分散システム特論 
ン ネットワーク特論 

情報処理特論  
ローン特論 
行論理プログラミング特論 

ロ ティックス特論
コンピュータグラフィックス特論  

前
前
前

前（集中）
後
後
後
後
後
後
後
後
後

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 
 
 

キュリティシス
テム 

ネットワークシステム特論 
高 処理特論 

イ ー キュリティ特論 
離散システムシミュレーション特論 

ン ネットワーク特論 
分散データ処理特論  
モ イル通信ネットワーク特論 

号・情報 史特論 
数理特論  

数論アルゴリズム特論  

統計解析特論  
学特論  

前
前
前

前（集中）
後
後
後
後
後
前
前
前

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コースの専門科目で 履修 指導教 相談の と
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（ コース・モデル共通）

履修モデル 業科目の  履修年次
単位数 

     
必修 選択 

共通 
リ ーチリテラシ A 
リ ーチリテラシ B 

イエンスコミュ ーション 
ソフトウェア実践演習 
プロジェクト実践演習 

ゼミナール 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅡ 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅢ 
ソフトウェア情報学研究 

前 集中
前
後

前・後
前・後
前・後
前・後
後・前
前・後

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

（ コース・専門科目）

履修モデル 業科目の  履修年次
単位数 

     
必修 選択 

メディアシステム 
学特論 

情報処理特論 
ソフトコンピューティング特論 
計 システム特論  
離散システムシミュレーション特論 

情報処理特論 
ン ネットワーク特論  
ンシング特論  

コンピュータグラフィックス 用特論
CI・ ンシング特論 

システム特論 
コンピュータグラフィックス特論 

ローン特論  
統計解析特論  

前
前
前
前

前（集中）
後
後
後
後
後
後
後
後
前

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情報処理 
学特論 

情報処理特論 
学特論 

デザイン特論  
離散システムシミュレーション特論 

システム 発特論 
自 言語処理特論 
分散データ処理特論  
情報環境デザイン特論  

情報特論 
ロ ティックス特論 
数理理論学特論  

行論理プログラミング特論  
統計解析特論  
情報システム特論  

前
前
前
前

前（集中）
後
後
後
後
後
後
後
後
前
前

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コースの専門科目で 履修 指導教 相談の と

  

（ システムデザインコース・モデル共通）

履修モデル 業科目の  履修年次 
単位数 

     
必修 選択 

共通 
リ ーチリテラシ A 
リ ーチリテラシ B 

イエンスコミュ ーション 
ソフトウェア実践演習 
プロジェクト実践演習 

ゼミナール 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅡ 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅢ 
ソフトウェア情報学研究 

前 集中
前
後

前・後
前・後
前・後
前・後
後・後
前・後

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

（ システムデザインコース・専門科目）

履修モデル 業科目の  履修年次 
単位数 

     
必修 選択 

情報システム 
情報システム特論 
システムデザイン特論 
情報システム 特論 
イ ーション特論 
離散システムシミュレーション特論 

システム分析特論 
情報環境デザイン特論 
コンピュータグラフィックス 用特論

ン ネットワーク特論  
業情報システム特論 

情報 理特論 
数理特論  

ローン特論  
ネットワークシステム特論  

学特論  

前
前
前
前

前（集中）
後
後
後
後
後
後
後
後
前
前

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

システムデザイ
ン 

情報システム特論 
システムデザイン特論 
デザイン特論 

ルチ ーザインタラクション特論 
ラー ング・アナリティクス特論 
離散システムシミュレーション特論 
コンピュータグラフィックス 用特論 
学習環境デザイン特論 
情報環境デザイン特論 

ンシング特論  
語特論 

 情報特論  
CI・ ンシング特論  

統計解析特論  
情報処理特論  

前
前
前
前

前（集中）
前（集中）

後
後
後
後
後
後
後
前
前

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コースの専門科目で 履修 指導教 相談の と
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（ システムデザインコース・モデル共通）

履修モデル 業科目の  履修年次 
単位数 

     
必修 選択 

共通 
リ ーチリテラシ A 
リ ーチリテラシ B 

イエンスコミュ ーション 
ソフトウェア実践演習 
プロジェクト実践演習 

ゼミナール 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅡ 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅢ 
ソフトウェア情報学研究 

前 集中
前
後

前・後
前・後
前・後
前・後
後・後
前・後

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

（ システムデザインコース・専門科目）

履修モデル 業科目の  履修年次 
単位数 

     
必修 選択 

情報システム 
情報システム特論 
システムデザイン特論 
情報システム 特論 
イ ーション特論 
離散システムシミュレーション特論 

システム分析特論 
情報環境デザイン特論 
コンピュータグラフィックス 用特論

ン ネットワーク特論  
業情報システム特論 

情報 理特論 
数理特論  

ローン特論  
ネットワークシステム特論  

学特論  

前
前
前
前

前（集中）
後
後
後
後
後
後
後
後
前
前

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

システムデザイ
ン 

情報システム特論 
システムデザイン特論 
デザイン特論 

ルチ ーザインタラクション特論 
ラー ング・アナリティクス特論 
離散システムシミュレーション特論 
コンピュータグラフィックス 用特論 
学習環境デザイン特論 
情報環境デザイン特論 

ンシング特論  
語特論 

 情報特論  
CI・ ンシング特論  

統計解析特論  
情報処理特論  

前
前
前
前

前（集中）
前（集中）

後
後
後
後
後
後
後
前
前

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コースの専門科目で 履修 指導教 相談の と
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　 学 情報



 

 

高等学校教諭専修免許状（情報）取得課程 

 

１．専修免許状取得要件 

高等学校教諭一種免許状（情報）を取得していることが要件となります。「修士の学位を有すること」が

専修免許状取得の基礎資格とされています。 

 

２．教職課程科目一覧 

指定された次の授業科目のうちから、必修科目 2 単位、選択科目 22 単位以上を修得してください。 

 

 

教育職員免許法施行規則 

に定める科目区分 
授業科目の名称 

単位数 
備    考 

必修 選択 

教科及び教科の指導法に関

する科目 

 

数論アルゴリズム特論 

統計解析特論 

プログラム言語特論 

経営数学特論  

分散データ処理特論 

ネットワークシステム特論 

高速並列処理特論 

情報ネットワーク特論 

サイバーセキュリティ特論 

計測システム特論 

センサネットワーク特論 

自律分散システム特論 

並行論理プログラミング特論 

モバイル通信ネットワーク特論 

機械知能学特論 

脳情報処理特論 

コンピュータグラフィックス特論 

HCI・センシング特論 

音声知能システム特論 

情報システム特論 

システムデザイン特論 

情報システム企画特論 

イノベーション特論 

デザイン特論 

マルチユーザインタラクション特論 

社会システム分析特論 

情報環境デザイン特論 

コンピュータグラフィックス応用特論 

学習環境デザイン特論 

企業情報システム特論 

ソフトウェア実践演習 

プロジェクト実践演習 

公開ゼミナール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

22単位以上選択

必修  

 

 

1単位選択必修 
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　 学 情報

教 修 課程 

１． 修 要

 

．教 課程 目

 

教育 免許法施行規則 

に る科目  
科目の  

 
     

  

教科 教科の指導法 関

科目 

数論アルゴリズム特論 

統計解析特論 

プログラム言語特論 

数学特論  

分散データ処理特論 

ネットワークシステム特論 

高 処理特論 

情報ネットワーク特論 

イ ー キュリティ特論 

計 システム特論 

ン ネットワーク特論 

自律分散システム特論 

行論理プログラミング特論 

モ イル通信ネットワーク特論 

学特論 

情報処理特論 

コンピュータグラフィックス特論 

CI・ ンシング特論 

システム特論 

情報システム特論 

システムデザイン特論 

情報システム 特論 

イ ーション特論 

デザイン特論 

ルチ ーザインタラクション特論 

システム分析特論 

情報環境デザイン特論 

コンピュータグラフィックス 用特論 

学習環境デザイン特論 

業情報システム特論 

ソフトウェア実践演習 

プロジェクト実践演習 

ゼミナール 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

22単位 選択

必修  

1単位選択必修





Ⅴ　　学　　 　　 　　



１ 修士論文 

 

修士論文の審査は、予備審査と学位審査に分けられます。いずれも、研究科委員会において選出された委員

で組織された論文審査委員会において審査が行われます。 

 

 １．予備審査 

博士前期課程の修了に必要な単位を修得した者、または修得見込の者で、充分な研究成果が得られ、修士

論文の完成が見込まれた場合、指導教員の承認を得て、予備審査を申し出ることができます。 

 

 ２．学位審査 

予備審査の結果、修士論文として提出可能と認められ、指導教員による必要な研究指導が修了した学生は、

一定の期日までに修士論文を提出し、論文審査委員会の審査を受けなければなりません。 

 

 ３．審査基準 

[学位論文が満たすべき水準] 

修士論文は次に定める「学位論文の評価基準」に基づき評価されると共に、当該専門分野の発表会・審査委

員会で学術研究に相応しい研究発表を行い、質疑に対し論理的かつ明快に応答すること。 

[審査委員の体制] 

修士論文の審査は、主査１名、副査２名以上の修士論文審査委員会を設置し、審査委員会の合議で行う。な

お、審査委員会の構成員は本研究科委員会の教員とする。 

[審査の方法] 

修士論文の審査は、予備審査および学位審査の２度の審査会における研究発表および質疑により行われ、２

度の審査の双方に合格した者を合格とする。 

[学位論文の評価基準] 

次に定める「学位論文の評価項目」すべてが満たされていると認められるものを合格とする。 

[学位論文の評価項目] 

１．テーマの妥当性・有用性（研究領域に関する問題にとりくんでいるか、実学実践の観点から問題をとらえて

いるか） 

２．テーマの新規性（問題解決方法の提案を行っているか、新たな知見を含んでいるか） 

３．手法の信頼性（問題に対し適切な手法を用いているか） 

４．内容の信頼性（システムの実現可能性に対する検証を行っているか、評価は適切か） 

５．論理の構成（結論まで首尾一貫した論旨になっているか） 

６．論文の形式・体裁（語句・文章表現は論文として適切か、論文の体裁は整っているか） 

７．研究倫理面の配慮(研究倫理面の配慮が適切かつ十分になされているか) 
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　学

１ 修士  

 

１．

 

．

 

３．

す

 

の

 

の 法

 

の 基

 

の 目
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３ 程  

前期課程

 博士  

 

１．

 

．

 

３．

す

 

の

 

の 法

 

の 基

 

の 目
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３ 程  

前期課程

　学

前期課程

修 修

論 目
( 式 )

チェックシート
（ 式10 7）

論
（ 式 ）

学位論
( 式 )

業
別 り

チェックシート
（ 式10 8）

論

学位 ( 式 ）

修 論 （ 次）

学位論
( 式 )

業
別 り

（ 式 ）

チェックシート
（ 式10 9）

本

修 論 ( )

学位

　　　　分

論

目

　
数

時　　　期

学
位

　　　　　 　　　　　 　　　　　

 博士  

 

１．

 

．

 

３．

す

 

の

 

の 法

 

の 基

 

の 目
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ソフトウェア情報学

後期課程

修 修

論 目
( 式 )

チェックシート
（ 式10 7）

論
( 式 )

論 （ 次）

学位論
( 式 )

業
別 り

チェックシート
（ 式10 A）

論

学位
( 式 )

論 （ 次）

学位論
( 式 )

業
別 り

( 式 )

の

チェックシート
（ 式10 B）

本 （ ）

論 （ ）

学
位

　
数

　　　　　 　　　　　 　　　　　

時　　　期　　　　分

論

目

方法

学位

後期課程

  

 

A4 シングルコラム ワープロ 用の と  

タイトル を の大 10. 程 1行 り40 程 1 り30行程 を基本と と  

30 20 30 20 程 と と  

英 と 1 と と  

本 のページ数の制 な  

プログラム 本 で 別 と よ 連 号を

の を （ の 合 の 合 ）を と 用 必 を

と  

関連（発 ）論 用 の 別 で よ 本 の 学 論

の 方法 と  

 ・

 論 本

論 目（ ）
論 目（英）

（ ）年 　 前期課程（ソフトウェア情報学）論

大学大学院
ソフトウェア情報学研究科

学 号

　

研究指導教 　　　　　　　　
　
　

1 目

研究指導教 の と

2 目 3 目

4 目 目

（ ） （英）

目次 本

論 目（ ）
論 目（英）

（ ）年 　 前期課程（ソフトウェア情報学）論

大学大学院
ソフトウェア情報学研究科

学 号

　

研究指導教 　　　　　　　　
　
　

1 目

研究指導教 の と

2 目 3 目

4 目 目

（ ） （英）

目次 本

( )年 　　課程( 情報学)論

論 目( )
論 目(英)

大学大学院
ソフトウェア情報学研究科

年

学 号

論

目

年
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　学

後期課程

修 修

論 目
( 式 )

チェックシート
（ 式10 7）

論
( 式 )

論 （ 次）

学位論
( 式 )

業
別 り

チェックシート
（ 式10 A）

論

学位
( 式 )

論 （ 次）

学位論
( 式 )

業
別 り

( 式 )

の

チェックシート
（ 式10 B）

本 （ ）

論 （ ）

学
位

　
数

　　　　　 　　　　　 　　　　　

時　　　期　　　　分

論

目

方法

学位

後期課程

  

 

A4 シングルコラム ワープロ 用の と  

タイトル を の大 10. 程 1行 り40 程 1 り30行程 を基本と と  

30 20 30 20 程 と と  

英 と 1 と と  

本 のページ数の制 な  

プログラム 本 で 別 と よ 連 号を

の を （ の 合 の 合 ）を と 用 必 を

と  

関連（発 ）論 用 の 別 で よ 本 の 学 論

の 方法 と  

 ・

 論 本

論 目（ ）
論 目（英）

（ ）年 　 前期課程（ソフトウェア情報学）論

大学大学院
ソフトウェア情報学研究科

学 号

　

研究指導教 　　　　　　　　
　
　

1 目

研究指導教 の と

2 目 3 目

4 目 目

（ ） （英）

目次 本

論 目（ ）
論 目（英）

（ ）年 　 前期課程（ソフトウェア情報学）論

大学大学院
ソフトウェア情報学研究科

学 号

　

研究指導教 　　　　　　　　
　
　

1 目

研究指導教 の と

2 目 3 目

4 目 目

（ ） （英）

目次 本

( )年 　　課程( 情報学)論

論 目( )
論 目(英)

大学大学院
ソフトウェア情報学研究科

年

学 号

論

目

年



― 128 ―

ソフトウェア情報学

  

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程

学 題 目

                            年     

ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程  

学                      

                       

研究                 

研究題目 本 及び で する と。  

指導教     

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程

学 題 目

                            年     

ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程  

学                      

                       

研究                 

研究題目 本 及び で する と。  

指導教    
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　学

  

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程

学 題 目

                            年     

ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程  

学                      

                       

研究                 

研究題目 本 及び で する と。  

指導教     

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程

学 題 目

                            年     

ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程  

学                      

                       

研究                 

研究題目 本 及び で する と。  

指導教    
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立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程

学 題 目

                            年     

ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程  

学                      

                       

研究                 

研究題目 本 及び で する と。

前 

 

指導教     

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程

学 題 目

                            年     

ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程  

学                      

                       

研究                 

研究題目 本 及び で する と。

前 

 

指導教    
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　学

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程

学 題 目

                            年     

ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程  

学                      

                       

研究                 

研究題目 本 及び で する と。

前 

 

指導教     

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程

学 題 目

                            年     

ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程  

学                      

                       

研究                 

研究題目 本 及び で する と。

前 

 

指導教    
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 学 は に じて の と。 

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程

学 備

                                  年     

ソフトウェア情報学研究科   

ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程  

学                      

                       

研究                 

修士 ソフトウェア情報学 の学 に る学 備 について、 の を えて

します。 

 

学         部 

学         部 

業 一 及び別 り    各  部 

指 導 教  

   
 

  

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程

学 備

                                  年     

ソフトウェア情報学研究科   

ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程  

学                      

                       

研究                 

博士 ソフトウェア情報学 の学 に る学 備 について、 の を えて

します。 

 

学         部 

学         部 

業 一 及び別 り    各  部 

指 導 教  
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　学

 学 は に じて の と。 

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程

学 備

                                  年     

ソフトウェア情報学研究科   

ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程  

学                      

                       

研究                 

修士 ソフトウェア情報学 の学 に る学 備 について、 の を えて

します。 

 

学         部 

学         部 

業 一 及び別 り    各  部 

指 導 教  

   
 

  

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程

学 備

                                  年     

ソフトウェア情報学研究科   

ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程  

学                      

                       

研究                 

博士 ソフトウェア情報学 の学 に る学 備 について、 の を えて

します。 

 

学         部 

学         部 

業 一 及び別 り    各  部 

指 導 教  
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ソフトウェア情報学

  

学

年    

ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程  

学                     

                      

研究                

 題目 本 及び で する と  

                                        

                                         

                                        

                                        

  

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                      

                                       

  

  

学

年    

ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程

学                     

                      

研究                

 題目 本 及び で する と  

                                        

                                        

                                        

                                        

  

                                       

                                      

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

  



― 135 ―

　学

  

学

年    

ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程  

学                     

                      

研究                

 題目 本 及び で する と  

                                        

                                         

                                        

                                        

  

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                      

                                       

  

  

学

年    

ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程

学                     

                      

研究                

 題目 本 及び で する と  
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ソフトウェア情報学

学  

     

学     
立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程

学

                                                                   年     

立 学 学    

ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程  

学                     

                      

年       年      

本                                

研究                

立 学学 程 ４ に基 き、 の を えて します。 

 

学         部 

学         部 

業 一 及び別 り    各  部 

         部 

指導教   

は、 に じて する と。 
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　学

学  

     

学     
立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程

学

                                                                   年     

立 学 学    

ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程  

学                     

                      

年       年      

本                                

研究                

立 学学 程 ４ に基 き、 の を えて します。 

 

学         部 

学         部 

業 一 及び別 り    各  部 

         部 

指導教   

は、 に じて する と。 



― 138 ―

ソフトウェア情報学

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程

学

                                                                   年     

立 学 学    

ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程  

学                     

                      

年       年      

本                                

研究                

立 学学 程 ４ に基 き、 の を えて します。 

 

学         部 

学         部 

業 一 及び別 り    各  部 

         部 

指導教    

題目 の場 は、その を する と。

発 の 及び 期

・発 年            年    発 、  

・発  

・                、      

・                      

・ 者  

の を          の学 用の として する とに は りま

。 

    年     

  者 

               

              

              

              

              

 者は、 、 する と。 

の は、 人 は らでも い。 
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　学

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程

学

                                                                   年     

立 学 学    

ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程  

学                     

                      

年       年      

本                                

研究                

立 学学 程 ４ に基 き、 の を えて します。 

 

学         部 

学         部 

業 一 及び別 り    各  部 

         部 

指導教    

題目 の場 は、その を する と。

発 の 及び 期

・発 年            年    発 、  

・発  

・                、      

・                      

・ 者  

の を          の学 用の として する とに は りま

。 

    年     

  者 

               

              

              

              

              

 者は、 、 する と。 

の は、 人 は らでも い。 
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ソフトウェア情報学

  

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士  課程     様

学 題目 ェ シート

学         

ェ 項目 者 者

 期 の で る。 付を してください

期     年    

     年    

  

されている。   

しい の様 を ている。   

学 ・ ・研究 されている。   

４ 本 と の の研究題目 されている。   

指導教 の されており、 指導教 の る。   

と が記入さ ている。 提出時

し

 

 本シートは博士前期課程用 様 様 博士 期課程用 様

様 と同 に、 、学 ンターに してください。

 本シートに い場 、及び 実と る場 には、学 題目 学

題目 を一 理する と できま 。

学                               様

                               者 の と

学 題目 ・学 題目 を かに いたしました。

                           年      
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　学

  

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士  課程     様

学 題目 ェ シート

学         

ェ 項目 者 者

 期 の で る。 付を してください

期     年    

     年    

  

されている。   

しい の様 を ている。   

学 ・ ・研究 されている。   

４ 本 と の の研究題目 されている。   

指導教 の されており、 指導教 の る。   

前と の研究題目 されている。 題目

のみ

  

し

 

 本シートは博士前期課程用 様 様 博士 期課程用 様

様 と同 に、 、学 ンターに してください。

 本シートに い場 、及び 実と る場 には、学 題目 学

題目 を一 理する と できま 。

学                               様

                               者 の と

学 題目 ・学 題目 を かに いたしました。

                           年      

                                    

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程     様

備 ェ シート

学           

ェ 項目 者 者

期 の で る。 付を してください

期     年    

     年    

  

学 備 様 に 付、 課程、学 、 、研究 、 の部数

されている。

  

学 備 様 に 指導教 の る。   

学 様 ４ に 付、 課程、学 、 、研究 されている。   

４ 学 様 ４ に 本 と の題目 されている。   

様 ４ に まら い場 、別の用 で様 ４ を利用して しており、かつ、様 ４

にも、学 と されている。

  

業 一 は研究科指 様 を用いており、 項 れ く されている。   

たる の別 り 付されている。   

に学会発 を しており、発 及びそれを する ム の しを

付している。

  

れらの の で 付されており、各 、

教 にそのまま できるよ 部 にまとめられ、

キス で じられている。

部に する数を の と。

修士     各 部   

学     各 部

教     部

業 一

別 り

ム

し

 
※本シートは予備審査申請書類と同時に、必ず、学生センターに提出してください。
※本シートに記入がない場合、及び、記入内容が事実と異なる場合には、予備審査申請を受理することができません。

学籍番号 氏 名 様、

者 の と

備 部、学 各  部を かに いたしました。

                                   年      
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ソフトウェア情報学

  

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程     様

学 ェ シート

学         

ェ 項目 者 者

期 の で る。 付を してください

期     年    

     年    

  

学 様 に 付、 課程、学 、 、 年 、本 、研究 、

の部数 されている。

  

学 様 に 指導教 の されており、 る。   

学 様 ４ に 付、 課程、学 、 、研究 されている。   

４ 学 様 ４ に 本 と の題目 されている。   

様 ４ に まら い場 、別の用 で様 ４ を利用して しており、かつ、様

４ にも、学 と されている。

  

業 一 は研究科指 様 を用いており、 項 れ く されている。   

たる の別 り 付されている。   

に学会発 を しており、発 及びそれを する ム の し

を 付している。

  

付き 、 ーナル の発 について、 者 いる場 、 様 に ての

者の を 項 されている。また、学 様 の に

されている。

  

れらの の で 付されており、各

、教 にそのまま できるよ 部 にまとめられ、

キス で じられている。

部に する数を の と。

修士     各 部   

学     各 部

教     部

業 一

別 り

ム

し

 
本シートは学 と同 に、 、学 ンターに してください。
本シートに い場 、及び、 実と る場 には、学 を 理する と できま 。

学                               様、

者 の と

学 部、修士 及び 各  部、学 各  部を、 かに いたしました。

                             年            
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　学

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程     様

備 ェ シート

学           

ェ 項目 者 者

期 の で る。 付を してください

期     年    

     年    

  

学 備 様 に 付、 課程、学 、 、研究 、 の部

数 されている。

  

学 備 様 に 指導教 の る。   

学 様 ４ に 付、 課程、学 、 、研究 されている。   

４ 学 様 ４ に 本 と の題目 されている。   

様 ４ に まら い場 、別の用 で様 ４ を利用して しており、かつ、様

４ にも、学 と されている。

  

業 一 は研究科指 様 を用いており、 項 れ く されている。   

たる の別 り 付されている。   

に学会発 を しており、発 及びそれを する ム の し

を 付している。

  

れらの の で 付されており、各 、

教 にそのまま できるよ 部 にまとめられ、

キス で じられている。

部に する数を の と。

博士     各 部   

学     各 部

教      部

業 一

別 り

ム

し

 
※本シートは予備審査申請書類と同時に、必ず、学生センターに提出してください。
※本シートに記入がない場合、及び、記入内容が事実と異なる場合には、予備審査申請を受理することができません。

学籍番号            氏 名                 様、

者 の と

備 部、博士   部、学 各  部を かに いたしました。

                                    年      
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ソフトウェア情報学

  

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程

学 期

    年     

ソフトウェア情報学研究科教   

ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程  

学                  

                 

研究                  

の 、 の により、 題目・ 備 ・学 に する の を期

に と できま でした。 を いただき、 を 理 さいますよ お

いいたします。 

 

指導教  

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程     様

学 ェ シート

学          

ェ 項目 者 者

期 の で る。 付を してください

期     年    

     年    

  

学 様 に 付、 課程、学 、 、 年 、本 、研究 、

の部数 されている。

  

学 様 に 指導教 の されており、 る。   

学 様 ４ に 付、 課程、学 、 、研究 されている。   

４ 学 様 ４ に 本 と の題目 されている。   

様 ４ に まら い場 、別の用 で様 ４ を利用して しており、かつ様 ４

にも、学 と されている。

  

業 一 は研究科指 様 を用いており、 項 れ く されている。   

たる の別 り 付されている。   

に学会発 を しており、発 及びそれを する ム の し

を 付している。

  

付き 、 ーナル の発 について、 者 いる場 、 様 に ての

者の を 項 されている。また、学 様 の に

されている。

  

れらの の で 付されており、各

、教 にそのまま できるよ 部 にまとめられ、

キス で じられている。

部に する数を の と。

博士     各 部   

学     各 部

教       部

業 一

別 り

ム

し

 
本シートは学 と同 に、 、学 ンターに してください。
本シートに い場 、及び、 実と る場 には、学 を 理する と できま 。

学                               様、

者 の と

学 部、博士 及び 各  部、学 各  部を、 かに いたしました。

                           年          
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　学

  

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程

学 期

    年     

ソフトウェア情報学研究科教   

ソフトウェア情報学研究科 博士前期課程  

学                  

                 

研究                  

の 、 の により、 題目・ 備 ・学 に する の を期

に と できま でした。 を いただき、 を 理 さいますよ お

いいたします。 

 

指導教  
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ソフトウェア情報学

 

立 学 学 ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程

学 期

    年     

ソフトウェア情報学研究科教   

ソフトウェア情報学研究科 博士 期課程  

学                  

                 

研究                  

の の により、 題目・ 備 ・学 に する の を期

に と できま でした。 を いただき、 を 理 さいますよ お

いいたします。 

 

指導教  
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